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「障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」（仮称
かしょう

）の論点
ろんてん

についての意見
いけん

 

（分野
ぶんや

D
でぃー

 支援
しえん

（サービス
さーびす

）体系
たいけい

) その２ 

 

（分野
ぶんや

D
でぃー

 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

) 

＜項 目
こうもく

D
でぃー

-1 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

について＞ 

論 点
ろんてん

D
でぃー

-1-5) 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の意義
い ぎ

と問 題 点
もんだいてん

についてどう 考
かんが

えるか？地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の仕組
し く

みになじむものと、なじまないものについてどう 考
かんが

えるか？

 ・・・２ 

 

論 点
ろんてん

D
でぃー

-1-6) 現 行
げんこう

のコミュニケーション
こ み ゆ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

についてどう 考
かんが

えるか？推 進
すいしん

会議
かいぎ

・第一次
だいいちじ

意見書
いけんしょ

では、「手話
しゅわ

や要 約
ようやく

筆記
ひっき

、指
ゆび

点字
てんじ

等
とう

を含
ふく

めた多様
たよう

な言語
げんご

の選 択
せんたく

、

コミュニケーション
こ に み ゆ け ー し ょ ん

の手 段
しゅだん

の保 障
ほしょう

の 重 要 性
じゅうようせい

・必 要 性
ひつようせい

」が指摘
してき

された。これらを踏
ふ

まえて、聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

や盲
もう

ろう者
しゃ

、視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

、さらに、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

、重 度
じゅうど

肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

を含
ふく

めた今後
こんご

のあり方
かた

をどう 考
かんが

えるか？ ・・・１７ 

 

論 点
ろんてん

D
でぃー

-1-7) 現 行
げんこう

の補装具
ほ そ う ぐ

・ 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

についてどう 考
かんが

えるか？今後
こんご

のあり

方
かた

についてどう 考
かんが

えるか？ ・・・２８ 

 

論 点
ろんてん

D
でぃー

-1-8) 現 行
げんこう

の自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

についてどう 考
かんが

えるか？基本
きほん

合意
ごうい

において、

「当 面
とうめん

の 重 点
じゅうてん

な課題
かだい

」とされている利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の措置
そ ち

に加
くわ

えて、どのような課題
かだい

が

あると 考
かんが

えるか？ ・・・３８ 
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（分野
ぶんや

D
でぃー

 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

) 

＜項 目
こうもく

D
でぃー

-1 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

について＞ 

論 点
ろんてん

D
でぃー

-1-5) 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の意義
い ぎ

と問 題 点
もんだいてん

についてどう 考
かんが

えるか？地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の仕組
し く

みになじむものと、なじまないものについてどう 考
かんが

えるか？  

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

○結論 

 市 町 村
しちょうそん

の 裁 量
さいりょう

で可能
かのう

となる事 業
じぎょう

の枠組み
わくぐみ

は必 要
ひつよう

だが、具体的
ぐたいてき

な内 容
ないよう

に関わる
かかわる

縛り
しばり

は 最 小 限
さいしょうげん

にすべき。そうでなければ地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の意義
い ぎ

が薄れる
うすれる

。 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

や地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に応
おう

じて柔 軟
じゅうなん

に事 業
じぎょう

を実施
じっし

できる点
てん

に意義
い ぎ

があ

ると考
かんが

える。 

 どの市 町 村
しちょうそん

においても一 定
いってい

水 準
すいじゅん

の事 業
じぎょう

が実施
じっし

できるよう、標 準 的
ひょうじゅんてき

なモデル
も で る

を

示
しめ

すとともに、統 合
とうごう

補助
ほじょ

金
きん

及
およ

び交付税
こうふぜい

措置
そ ち

により実施
じっし

しているため、事 業
じぎょう

の 充
じゅう

実
じつ

に取
と

り組
く

む区
く

市 町 村
しちょうそん

に財 源
ざいげん

不足
ぶそく

が生
しょう

じており、また財 源
ざいげん

不足
ぶそく

により事 業
じぎょう

の充 実
じゅうじつ

が困 難
こんなん

な自治体
じちたい

もある等
とう

の問 題 点
もんだいてん

がある。（区
く

市 町 村
しちょうそん

が必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を提 供
ていきょう

で

きるよう、安 定 的
あんていてき

かつ十 分
じゅうぶん

な財 政
ざいせい

措置
そ ち

が必 要
ひつよう

である。） 

 なお、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

給 付
きゅうふ

、移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

など、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

になじむ形 態
けいたい

のもの

は、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

ではなく個別
こべつ

給 付
きゅうふ

とするべきと考
かんが

える。  

○理由
りゆう

  

 区
く

市 町 村
しちょうそん

が、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

になじまない事 業
じぎょう

を含
ふく

め、柔 軟
じゅうなん

な事 業
じぎょう

運 営
うんえい

を効果的
こうかてき

効 率 的
こうりつてき

に実施
じっし

することが可能
かのう

であるが、統 合
とうごう

補助
ほじょ

金
きん

及
およ

び交付税
こうふぜい

措置
そ ち

により実施
じっし

して

いるため、事 業
じぎょう

の 充
じゅう

実
じつ

に取
と

り組
く

む区
く

市 町 村
しちょうそん

に財 源
ざいげん

不足
ぶそく

が生
しょう

じている。 

移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

など、個別
こべつ

支援化
しえんか

に適
てき

するものについては、統 一 的
とういつてき

な基 準
きじゅん

による

サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

が行
おこな

われることが適 当
てきとう

であると考
かんが

える。 

 国
くに

は市 町 村
しちょうそん

が従 来
じゅうらい

から実施
じっし

している個々
こ こ

の事 業
じぎょう

を地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として

統 合
とうごう

したが、国
くに

の交
こう

付
ふ

する補助
ほじょ

金
きん

が必 要
ひつよう

額
がく

を下 回
したまわ

っていることから、その範囲内
はんいない

で実施
じっし

する市 町 村
しちょうそん

と超 過
ちょうか

負担
ふたん

をして実施
じっし

する市 町 村
しちょうそん

があり、市 町 村 間
しちょうそんかん

で取組
とりく

み
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に格差
かくさ

が生
しょう

じている。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 個別
こべつ

給 付
きゅうふ

ではない事 業
じぎょう

の存 在
そんざい

は必 要
ひつよう

と思う
おもう

。また隙間
すきま

を埋める
う め る

役 割
やくわり

も有る
あ る

はず

だが、それが自治体
じちたい

への丸
まる

投げ
な げ

という構 造
こうぞう

に問 題
もんだい

を感じる
かんじる

。さらに市 町 村
しちょうそん

と支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

が 協 同
きょうどう

できる具体的
ぐたいてき

な活 動
かつどう

の提示
ていじ

などがあれば 裁 量 的
さいりょうてき

経費
けいひ

も意味
い み

を

成す
な す

ようにも感じる
かんじる

。そして必須
ひっす

事 業
じぎょう

は地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

にはなじまない。 

○理由 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、地域
ちいき

ごとの生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

なのか、それとも、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を

支援
しえん

する事 業
じぎょう

なのか判 然
はんぜん

としない。それほどにあいまいな存 在
そんざい

。また必 ず
かならず

どの

市 町 村
しちょうそん

もやらなければならない事 業
じぎょう

において地域
ちいき

格差
かくさ

が起きて
お き て

いるのは制度
せいど

の欠 陥
けっかん

というべきものである。地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、国
くに

の基 準
きじゅん

以 上
いじょう

にプラス
ぷ ら す

が出来る
で き る

発 想
はっそう

で進める
すすめる

べき。そして官 民
かんみん

の 協 同
きょうどう

を模索
もさく

することは大きな
おおきな

課題
かだい

である。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の意義
い ぎ

と問 題 点
もんだいてん

 

 地域
ちいき

の特 性
とくせい

に応
おう

じて地方自冶
ちほうじや

体
からだ

が取
と

り組
く

むべき事 業
じぎょう

を柔 軟
じゅうなん

に企画
きかく

、実 行
じっこう

するこ

とには意義
い ぎ

がある。しかし、広 域 的
こういきてき

な取組
とりく

みを都道府県
とどうふけん

としたが広範囲
こうはんい

で具体的
ぐたいてき

な

内 容
ないよう

が示
しめ

されていないため取組
とりく

みが弱
よわ

い。 

仕組
し く

みになじまないのは、 

 移動
いどう

支援
しえん

や地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センター、福祉
ふくし

ホームなど、地域
ちいき

に関 係
かんけい

なく普遍的
ふへんてき

なもの

は介護
かいご

給 付
きゅうふ

の範 疇
はんちゅう

にすべきである。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

を自冶
じ や

体
からだ

に裁 量
さいりょう

経費
けいひ

として単
たん

に地域
ちいき

に委
ゆだ

ねたため、利用者
りようしゃ

か

らの観 点
かんてん

が見 失
みうしな

われ、地域間
ちいきかん

格差
かくさ

も生
う

まれた。 
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【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

」は、新
あら

たに作
つく

られる福祉法
ふくしほう

が「地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

」を保 障
ほしょう

する支援
しえん

制度
せいど

であるから、その中 心
ちゅうしん

に据
す

えるべき事 業
じぎょう

であり、地方
ちほう

自治体
じちたい

の裁 量
さいりょう

に任
まか

せるべきではない。障 害
しょうがい

を抱
かか

えつつ地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

む人
ひと

たちにとって、生 活
せいかつ

に関
かか

わ

る相 談
そうだん

をする場所
ばしょ

が身近
みぢか

にたくさんあることは地域
ちいき

生 活
せいかつ

の 要
かなめ

である。特
とく

に発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の場合
ばあい

には、障 害
しょうがい

を抱
かか

えていることが周 囲
しゅうい

にわかりづらいために、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の

様 々
さまざま

な局 面
きょくめん

で大 小
だいしょう

いろいろな困 難
こんなん

に直 面
ちょくめん

することが多
おお

く、そのことが、地域
ちいき

生 活
せいかつ

が崩
くず

れていく発 端
ほったん

となる場合
ばあい

も尐
すく

なくない。身近
みぢか

な相 談
そうだん

場所
ばしょ

が特
とく

に必 要
ひつよう

である。

また、その相 談
そうだん

内 容
ないよう

を包 括 的
ほうかつてき

に捉
とら

えて、障 害
しょうがい

を持
も

つ人
ひと

の地域
ちいき

での暮
く

らしやすさを

検 討
けんとう

し方 向
ほうこう

を示
しめ

していく地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の役 割
やくわり

は重 要
じゅうよう

である。そのため、

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

および地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

を法定化
ほうていか

し、安 定 的
あんていてき

な地域
ちいき

資源
しげん

となるた

めの裏付
うらづ

けを与
あた

えるべきである。その条 件
じょうけん

が満
み

たされることで、その地域
ちいき

に真
まこと

に必 要
ひつよう

な地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の姿
すがた

を見通
みとお

していけると考
かんが

える。（相 談
そうだん

支援
しえん

・地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

が十 全
じゅうぜん

に機能
きのう

しなければ、必 要
ひつよう

な地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の姿
すがた

も見
み

えないであろ

う。） 

 上 記
じょうき

の状 況
じょうきょう

が実 現
じつげん

していく中
なか

で、市 町 村
しちょうそん

の裁 量
さいりょう

で展 開
てんかい

できるという地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

のメリット
め り っ と

を具現化
ぐげんか

していくことが重 要
じゅうよう

である。地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

はなくすべきではない。同時
どうじ

に、その地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の当 該
とうがい

地域
ちいき

における優先度
ゆうせんど

に

応
おう

じて事 業
じぎょう

実 現
じつげん

のための国
くに

からの助 成
じょせい

などがあるとよい。また、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の中
なか

には、移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

、自立
じりつ

生 活
せいかつ

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

、

地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーなど、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の人
ひと

たちにも活 用
かつよう

できそうな内 容
ないよう

が例示
れいじ

さ

れているが、これらの事 業
じぎょう

が発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の人
ひと

たちの特 性
とくせい

にも合致
がっち

する形
かたち

で展 開
てんかい

さ

れるためには、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

支援
しえん

の専 門 性
せんもんせい

を持
も

った人 材
じんざい

が必 要
ひつよう

である。 

 高
たか

い専 門 性
せんもんせい

を必 要
ひつよう

とする事 業
じぎょう

については個別
こべつ

給付化
きゅうふか

を検 討
けんとう

すべきと考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 例
たと

えば、ガイドヘルパ
が い ど へ る ぱ

ーが専門化
せんもんか

されていない。重
おも

い障 害
しょうがい

のある人
ひと

の外 出
がいしゅつ

は危険
きけん

を伴
ともな

うことが多
おお

いが、登 録
とうろく

されているヘルパ
へ る ぱ

ーは、その業 務
ぎょうむ

だけで生 計
せいけい

を成
な

り立
た

た

せることができないため、学 生
がくせい

もしくは 60歳
さい

以 上
いじょう

の一 般
いっぱん

市民
しみん

がボランティア的
ぼ ら ん て ぃ あ て き

に関
かか

わっている場合
ばあい

が多
おお

く、パニック
ぱ に っ く

、自 傷
じしょう

、他害
たがい

などを生
しょう

じる場合
ばあい

もある本 人
ほんにん

の状 態
じょうたい
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を十 分
じゅうぶん

に把握
はあく

、理解
りかい

した上
うえ

で支援
しえん

出来
で き

る知識
ちしき

と技 術
ぎじゅつ

のあるヘルパ
へ る ぱ

ーを増
ふ

やす必 要
ひつよう

が

ある。そのためには時 間 給
じかんきゅう

をあげて研 修
けんしゅう

を金
きん

づける必 要
ひつよう

がある。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 既 述
きじゅつ

したように、現 行
げんこう

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

において地域間
ちいきかん

格差
かくさ

が大
おお

きな課題
かだい

と

考
かんが

えるが、今後
こんご

の地域
ちいき

の成 長
せいちょう

を促
うなが

す意味
い み

も含
ふく

めて、地域
ちいき

が主 体 的
しゅたいてき

に創意
そうい

工夫
くふう

のなか

で地域
ちいき

福祉
ふくし

を推 進
すいしん

するということに意義
い ぎ

があるものと考
かんが

える。 

 ただし、全 国
ぜんこく

のどこに暮
く

らしても一 定
いってい

水 準
すいじゅん

のサービスを確保
かくほ

する必 要
ひつよう

があると

思
おも

われる「移動
いどう

支援
しえん

」や「コミュニケーション支援
しえん

」、「日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

」などは、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

になじまないと考
かんが

える。 

 また、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

や知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちにとって重 要
じゅうよう

な相 談
そうだん

支援
しえん

は、必須
ひっす

事 業
じぎょう

となっているが、その性 格 上
せいかくじょう

個別
こべつ

給 付
きゅうふ

になじまないとはいえ、その質
しつ

に格差
かくさ

がある

とともに財 政
ざいせい

基盤
きばん

等
とう

が脆 弱
ぜいじゃく

であり、別途
べっと

そのあり方
かた

や取 扱
とりあつか

いについて検 討
けんとう

する

必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 市町村
しちょうそん

と障害者
しょうがいしゃ

の間
あいだ

で適切
てきせつ

な話
はな

し合
あ

いや参画
さんかく

がある場合
ばあい

は、入院中
にゅういんちゅう

の介助
かいじょ

や通勤
つうきん

の介助
かいじょ

や通年
つうねん

長期
ちょうき

の通学
つうがく

など外出
がいしゅつ

介護
かいご

を認
みと

める市町村
しちょうそん

が出
で

るなど、一定
いってい

の改 善
かいぜん

効果
こうか

があったが、逆
ぎゃく

に、多
おお

くの市町村
しちょうそん

では障害者
しょうがいしゃ

の参画
さんかく

がなく、外出
がいしゅつ

制度
せいど

が支援費
しえんひ

制度
せいど

時代
じだい

より悪
わる

くなった。 

 個別
こべつ

給付
きゅうふ

に移動
いどう

介護
かいご

を再度
さいど

入
い

れる場合
ばあい

は、市町村
しちょうそん

独自
ど く じ

で移動
いどう

介護
かいご

項目
こうもく

（内容
ないよう

）を実施
じっし

できる制度
せいど

にするなど、配慮
はいりょ

も必要
ひつよう

。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 個別
こべつ

給 付
きゅうふ

は地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

と分離
ぶんり

して介護
かいご

給 付
きゅうふ

と一元化
いちげんか

し、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

はコミュニケーション支援
しえん

事 業
じぎょう

や相 談
そうだん

援 助
えんじょ

事 業
じぎょう

、ピア・サポート事 業
じぎょう

、研 修
けんしゅう

事 業
じぎょう

などに対
たい

する運営費
うんえいひ

補助
ほじょ

事 業
じぎょう

を中 心
ちゅうしん

としたものへと再 構
さいこう

成
せい

されるべきであ
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る。 

 

【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、その内 容
ないよう

よりも、市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

を生
う

み出
だ

す財 源
ざいげん

に問 題
もんだい

が

ある。ただし、市 町 村
しちょうそん

の地域
ちいき

環 境
かんきょう

に応
おう

じたサービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

という視点
してん

は重 要
じゅうよう

。 

・介護
かいご

給 付
きゅうふ

、訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

を日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

、社 会
しゃかい

参加
さんか

、居 住
きょじゅう

、移動
いどう

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の各支援
かくしえん

事 業
じぎょう

に再 編
さいへん

し、権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

、相 談
そうだん

支援
しえん

、専 門
せんもん

職 員
しょくいん

研 修
けんしゅう

の事 業
じぎょう

を加
くわ

えることによって、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

という領 域
りょういき

は廃止
はいし

。 

○理由
りゆう

 

・地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、その内 容
ないよう

よりも、市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

を生
う

み出
だ

す財 源
ざいげん

に問 題
もんだい

が

ある。ただし、市 町 村
しちょうそん

の地域
ちいき

環 境
かんきょう

に応
おう

じたサービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

という視点
してん

は重 要
じゅうよう

。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 廃止
はいし

し新
あら

たな体 系
たいけい

とする。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

も、介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

との統 合
とうごう

を念 頭
ねんとう

に体系化
たいけいか

され、しかも国庫
こっこ

負担
ふたん

金
きん

の対 象
たいしょう

外
がい

とされてしまった。これらについては、国庫
こっこ

負担
ふたん

金
きん

の対 象
たいしょう

制度
せいど

とし

て再 構 築
さいこうちく

する必 要
ひつよう

がある。そもそも自治体
じちたい

の裁 量
さいりょう

に委
ゆだ

ねるべき事 業
じぎょう

は、自治体
じちたい

独自
どくじ

の事 業
じぎょう

や加算
かさん

制度
せいど

である。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

、移動
いどう

支援
しえん

、相 談
そうだん

支援
しえん

の一部
いちぶ

は障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の基礎的
きそてき

条 件
じょうけん

と

して国
くに

が責 任
せきにん

を持
も

つべきと考
かんが

えます。全 体
ぜんたい

に財 源
ざいげん

の課題
かだい

が大
おお

きい。交付
こうふ

金
きん

では

市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

が生
しょう

じ、義務的
ぎむてき

経費
けいひ

にすべき内 容
ないよう

も入
はい

っています。地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーはすべての市 町 村
しちょうそん

ないし特 定
とくてい

人 口
じんこう

規模
き ぼ

に必 要
ひつよう

な基本
きほん

資源
しげん

です。 

○理由
りゆう

 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

、移動
いどう

支援
しえん

、相 談
そうだん

支援
しえん

の一部
いちぶ

と地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、
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日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

は義務的
ぎむてき

経費
けいひ

とすべき。 

 相 談
そうだん

支援
しえん

の一部
いちぶ

とは、相 談
そうだん

支援
しえん

は重 層 的
じゅうそうてき

体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

であって、中 立
ちゅうりつ

・公 平
こうへい

を

確保
かくほ

する行 政
ぎょうせい

からも独 立
どくりつ

した基幹型
きかんかた

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーとマネジャ
ま ね じ ゃ

ーは人 口
じんこう

割
わ

り

プラス
ぷ ら す

障
しょう

がい者
しゃ

住 民
じゅうみん

割
わり

の設置
せっち

を義務付
ぎ む づ

ける体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

です。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 事 業
じぎょう

拠 点
きょてん

を作
つく

るより、地方
ちほう

行 政
ぎょうせい

（市区
し く

町 村
ちょうそん

）の中
なか

で支援
しえん

事 業
じぎょう

を担
にな

うことが

必 要
ひつよう

。福祉
ふくし

は行 政
ぎょうせい

ｻｰﾋﾞｽ
さーびす

の一 環
いっかん

であるべき。 

○理由
りゆう

 

 生 活
せいかつ

支援
しえん

は基本的
きほんてき

に、①居
い

・衣
い

・医
い

②食
しょく

・職
しょく

③住
す

まい である。この中
なか

で職
しょく

と住
じゅう

については運 営
うんえい

主 体
しゅたい

だけでは限 界
げんかい

があり、雇用
こよう

主
ぬし

や家主
やぬし

や地域
ちいき

住 民
じゅうみん

との交 渉
こうしょう

がう

まくいかない。また地域性
ちいきせい

に片寄
かたよ

りがあると平 等
びょうどう

なｻｰﾋﾞｽ
さーびす

提 供
ていきょう

は期待
きたい

できない。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は専 門 性
せんもんせい

の高い
たかい

相 談
そうだん

支援
しえん

が必 要
ひつよう

。当事者
とうじしゃ

のニーズ
に ー ず

に添った
そ っ た

支援
しえん

ができる人 材
じんざい

の育 成
いくせい

に 力
ちから

をいれてもらいたい。職 員
しょくいん

の配置
はいち

を 十 分
じゅうぶん

にするこ

とも必 要
ひつよう

。独り
ひとり

生 活
せいかつ

をしている人
ひと

にとって、 入 浴
にゅうよく

や食 事
しょくじ

サービス
さ ー び す

や、仲間
なかま

との

交 流
こうりゅう

は大 変 役
たいへんやく

に立つ
た つ

。 

○理由 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

、移動
いどう

支援
しえん

は個別
こべつ

支援
しえん

と考える
かんがえる

ので、広 域 的
こういきてき

な地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

では対応
はたい

できないのではないか。 

 

【北 浦
きたうら

委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

に即して
そく   

事 業
じぎょう

を 弾 力 的
だんりょくてき

に実施
じっし

することは意義
い ぎ

あることであるが、

どの地域
ちいき

でも必須
ひっす

な介護
かいご

サービス事 業
じぎょう

である 日 中
にっちゅう

の短期
たんき

入 所
にゅうしょ

や、移動
いどう

支援
しえん

などが

この中
なか

に位
い

置
ち

づけられているのには問 題
もんだい

があり、その事 業
じぎょう

内 容
ないよう

を精査
せいさ

し適 切
てきせつ

に

対 処
たいしょ

すべきである。 
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○理由 

 日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

や移動
いどう

支援
しえん

も介護
かいご

サービスの一つ
ひとつ

であり、生 活
せいかつ

介護
かいご

の一部
いちぶ

であるか

ら、実施
じっし

主 体
しゅたい

である市 町 村
しちょうそん

が実施
じっし

しなければならないサービスとして位
い

置
ち

付
づ

ける必
ひつ

要
よう

があるからである。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

な事 業
じぎょう

であるが、個々
こ こ

の内 容
ないよう

が柔 軟
じゅうなん

になっていない。また、地域
ちいき

格差
かくさ

が大
おお

き

い。 

○理由
りゆう

 

 さまざまな支援
しえん

の狭間
はざま

となって抜
ぬ

け落
お

ちてしまうものをカバ
か ば

ーする支援
しえん

をひとつの柱
はしら

として、広
ひろ

く対 応
たいおう

できるようにものでありたい。 

 

【倉田
くらた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必須
ひっす

事 業
じぎょう

については、 従 来
じゅうらい

実施
じっし

していなかった自治体
じちたい

でも 導 入
どうにゅう

される事例
じれい

が

増え
ふ  

、一 定
いってい

の意義
い ぎ

は認められる
みと     

。しかし、今
いま

まで国
くに

制度
せいど

として、全 国
ぜんこく

の自治体
じちたい

で実施
じっし

されてきた制度
せいど

が、市 町 村
しちょうそん

事 業
じぎょう

となったことにより、サービス内 容
ないよう

・質
しつ

・ 量
りょう

につ

いて、自治体間
じちたいあいだ

の格差
かくさ

を生んで
う ん で

いることが問 題 点
もんだいてん

として挙げられる
あ    

。なじむもの＝コ

ミュニケーション支援
しえん

事 業
じぎょう

、生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

、社 会
しゃかい

参加
さんか

促 進
そくしん

事 業
じぎょう

。なじまないも

の＝移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

、日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事 業
じぎょう

、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

給 付
きゅうふ

事 業
じぎょう

（D-1-7、D-2-2

参 照
さんしょう

） 

○理由
りゆう

 

 コミュニケーション支援
しえん

事 業
じぎょう

＝サービス基盤
きばん

が未 成 熟
みせいじゅく

で現 段 階
げんだんかい

では全 国 的
ぜんこくてき

な

基 準
きじゅん

を作 る
つく  

ことができないため、個別
こべつ

給付化
きゅうふか

することが難 し い
むずか   

。生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

、

社 会
しゃかい

参加
さんか

促 進
そくしん

事 業
じぎょう

＝自立
じりつ

支援法
しえんほう

以前
いぜん

からメニュー方 式
ほうしき

により実施
じっし

されてきた補助
ほじょ

制度
せいど

で、全 国
ぜんこく

の自治体
じちたい

で一 律
いちりつ

に実施
じっし

する状況になっていない。移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

、日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事 業
じぎょう

、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

給 付
きゅうふ

事 業
じぎょう

＝国
くに

として、ナショナルミニマムを保 障
ほしょう

すべき基本的
きほんてき

事項
じこう

であると考 え る
かんが   

ため。 
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【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

の特 性
とくせい

、ニーズ
に ー ず

に合
あ

わせた事 業
じぎょう

を、併 給
へいきゅう

などに縛
しば

られず、柔 軟
じゅうなん

に実施
じっし

でき

ることに意義
い ぎ

がある。問 題 点
もんだいてん

としては地域
ちいき

格差
かくさ

がある。地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

について

は、基本
きほん

部分
ぶぶん

は国
くに

の責 任
せきにん

の下
もと

で義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

すべきと考
かんが

える。 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

になじまないものは福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

であり、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・

ケアホーム
け あ ほ ー む

と体 系
たいけい

を統 合
とうごう

していくべきと考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

については、市 町 村
しちょうそん

障 害 者
しょうがいしゃ

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

、障 害 児
しょうがいじ

(者
しゃ

)地域
ちいき

療 育
りょういく

等
とう

支援
しえん

事 業
じぎょう

、 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーが、国庫
こっこ

補助
ほじょ

から 一 般
いっぱん

財源化
ざいげんか

されて以来
いらい

、地域
ちいき

によっては、相 談
そうだん

件 数
けんすう

は増加
ぞうか

し、地域
ちいき

にとってなくてはなら

ない事 業
じぎょう

になっているにも関
かか

わらず、毎 年
まいとし

、報 酬
ほうしゅう

が引
ひ

き下
さ

げられ、止
や

む無
な

く事 業 所
じぎょうしょ

が自費
じ ひ

で事 業
じぎょう

展 開
てんかい

しているところがある。こうしたことを防
ふせ

ぐには、国
くに

の事 業
じぎょう

とす

るべきである。 

 福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

の多
おお

くは、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の利用
りよう

が認
みと

められなかった身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

対 象
たいしょう

のものであり、機能
きのう

を考
かんが

えると、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

との一体化
いったいか

が望
のぞ

ましい。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の主 要
しゅよう

な事 業
じぎょう

がこのままでいいのかは大
おお

いに疑問
ぎもん

におもうと

ころですが、現 在
げんざい

各自治体
かくじちたい

がどのように事 業
じぎょう

を行
おこな

っているかの実 態
じったい

をまず知
し

りたい

所
ところ

です。 

○理由
りゆう

 

 すべて国
くに

の責 任
せきにん

で行
おこ

なえればよいのですが、そうとばかりはいえず、地方
ちほう

の財 政
ざいせい

負担
ふたん

と事 業
じぎょう

執 行
しっこう

の状 況
じょうきょう

をまず正 確
せいかく

に知
し

った上
うえ

で今後
こんご

の事 業
じぎょう

設 計
せっけい

を判 断
はんだん

したい

と思
おも

います。 
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【坂 本
さかもと

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

については、町
まち

ごとに柔軟
じゅうなん

な対応
たいおう

が可能
かのう

となるようにしていた

だきたい。 

 あわせて、国
くに

による費用
ひよう

の１／２補助
ほじょ

がきちんとなされるようにしていただきたい。 

○理由
りゆう

 

 町
まち

ごとに地域性
ちいきせい

や対象者
たいしょうしゃ

の数
かず

、 障
しょう

がいのある方
かた

を支
ささ

える社
しゃ

 会
かい

資源
しげん

の状況
じょうきょう

など

にかなり差
さ

があることから、 障
しょう

がいのある方
かた

を支
ささ

える体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る道筋
みちすじ

も自
おの

ずと町
まち

ごとに相当
そうとう

違
ちが

う。地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の国
くに

補助
ほじょ

が安定的
あんていてき

に確保
かくほ

されていない

ため、事業
じぎょう

実施
じっし

を躊躇
ちゅうちょ

する自治体
じ ち た い

も尐
すく

なくない。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 今
いま

のじてんでは、どれもなじまない 

○理由
りゆう

 

 障
しょう

がい者
しゃ

のけんりをまもるしくみは、どの地
ち

いきに住
す

んでいてもあたり前
まえ

にまもら

れるべきもの（ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

やシビルミニマム
し び る み に ま む

）である。今
いま

の法
ほう

では、そのあた

り前
まえ

にまもられるべきところも、市 町 村
しちょうそん

に決
き

めさせ、国
くに

はお金
かね

も出
だ

しおしみしてい

るのは問 題
もんだい

だ。 

 一 方
いっぽう

で、国
くに

はけんりをまもった上
うえ

で、市 町 村
しちょうそん

がそれ以外
いがい

に地
ち

いきの特
とく

ちょうに合
あ

わせて出
で

きること・すべきこともあるかもしれない。それを応
おう

えんする制度
せいど

は、作
つく

って

もよい。ただ、高
こう

れい者
もの

や子
こ

どもの同
おな

じようなしくみ（制度
せいど

）もふくめて、「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

」のようなものになじむものは何
なに

か、をあらためて考
かんが

えなおしたほうがいい。 

 

【田中
たなか

（伸
のぶ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の個々的
ここてき

なニーズ
に ー ず

に対 応
たいおう

するという点
てん

で、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の意義
い ぎ

は認
みと

められるが、その財 政 的
ざいせいてき

基盤
きばん

がすべて裁 量 的
さいりょうてき

給 付
きゅうふ

とされた点
てん

が問 題
もんだい

である。

障 害 者
しょうがいしゃ

の人 権
じんけん

保 障
ほしょう

の実質化
じっしつか

を支
ささ

えるという観 点
かんてん

からは、重 要
じゅうよう

な人 権
じんけん

を支
ささ

える

支援
しえん

については、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

であっても、義務的
ぎむてき

給 付
きゅうふ

とすべきである。 
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○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

は保護
ほ ご

の客 体
きゃくたい

ではなく、権利
けんり

の主 体
しゅたい

であり、人 権
じんけん

の享 有
きょうゆう

主 体
しゅたい

であると

いう考
かんが

え方
かた

は、まだ、わが国
くに

において一歩
いっぽ

を踏
ふ

み出
だ

したにすぎない。従
したが

って、立
た

ち遅
おく

れている障 害 者
しょうがいしゃ

の人 権
じんけん

保 障
ほしょう

の実質化
じっしつか

を進
すす

めるためには、重 要
じゅうよう

な基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の

保 障
ほしょう

を支
ささ

える支援
しえん

については、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

であっても、義務的
ぎむてき

給 付
きゅうふ

とする

必 要
ひつよう

がある。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 個別
こべつ

給 付
きゅうふ

でまかないきれない生 活 上
せいかつじょう

の課題
かだい

を解
かい

決
けっ

する機能
きのう

が、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

に求
もと

められている。このことが理解
りかい

された自治体
じちたい

では有 効
ゆうこう

な機能
きのう

となった。しか

し、理解
りかい

されない自治体
じちたい

では、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

か地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の二者択一
にしゃたくいつ

を求
もと

めた

ところもあり、大
おお

きな混 乱
こんらん

を生
しょう

じた。個別
こべつ

給 付
きゅうふ

でどこまでを受
う

け止
と

めるのかによっ

て地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の性 格
せいかく

が決
き

まるため、まずその整理
せいり

が必 要
ひつよう

である。その上
うえ

で

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

が仕組
し く

みの上
うえ

で果
は

たす役 割
やくわり

は地域
ちいき

ごとに違
ちが

うので、その基 準
きじゅん

を

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

で具体的
ぐたいてき

にすることが必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 個別
こべつ

給 付
きゅうふ

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

における国
くに

の役 割
やくわり

と責 任
せきにん

のかけ具合
ぐあい

に開
ひら

きがあ

りすぎて、結果
けっか

として地方
ちほう

自治体
じちたい

の裁 量
さいりょう

が高
たか

くなりすぎて、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の理解
りかい

が薄
うす

いまま、個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

の立 案
りつあん

も行
おこな

われていない状 況
じょうきょう

が多
おお

く発 生
はっせい

したため。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 すべて個別
こべつ

給 付
きゅうふ

のサービス
さ ー び す

に戻
もど

すか、相 談
そうだん

事 業
じぎょう

などは国
くに

が１／２の国庫
こっこ

補助
ほじょ

をき

ちんと出
だ

し地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は廃
はい

止
よ

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 地域生活支援 事 業
じぎょう

はサービス
さ ー び す

の谷間
たにま

にある 事 業
じぎょう

や 本 来
ほんらい

個別
こべつ

給 付
きゅうふ

にすべき

ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

などが延 命
えんめい

維持
い じ

するための仮
かり

の事 業
じぎょう

の場
ば

となっている。その問 題 点
もんだいてん

は

国庫
こっこ

補助
ほじょ

が 10割
わり

でなく、7割
わり

以下
い か

しかなされないところにあり、市 町 村
しちょうそん

の大
おお

きな負担
ふたん

となっている 点
てん

にある。つまりサービス
さ ー び す

水 準
すいじゅん

は 低
ひく

く、利用
りよう

制 限
せいげん

をかけられた
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ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

、手話
しゅわ

通 訳
つうやく

などのサービス
さ ー び す

が 行
おこな

われており、市 町 村
しちょうそん

による格差
かくさ

は大
おお

き

い。財 源
ざいげん

を 10割
わり

確保
かくほ

されたとして、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

になじむ事 業
じぎょう

はない。この

ような曖 昧
あいまい

な中途半端
ちゅうとはんぱ

な事 業
じぎょう

を残
のこ

すことは国
くに

の責 任
せきにん

を放棄
ほうき

するものであり。

障 害 者
しょうがいしゃ

の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

はすべて国家
こっか

が 責 任
せきにん

を負
お

って 行
おこな

うべきものであり、

中途半端
ちゅうとはんぱ

な対 応
たいおう

は許
ゆる

されない。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は地方
ちほう

自治体
じちたい

が地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

に応じて
おう  

主 体 的
しゅたいてき

に進めて
すす   

いくこ

とができる意義
い ぎ

のある事 業
じぎょう

であると 考
かんが

える。一 方
いっぽう

で、現 状
げんじょう

においては移動
いどう

支援
しえん

な

ど個別
こべつ

給 付
きゅうふ

（自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

）の 対 象
たいしょう

が妥当
だとう

であると 考
かんが

えられる事 業
じぎょう

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 対 象
たいしょう

となっている、自治体
じちたい

の取り組み
と  く  

に格差
かくさ

が 生 じ て
しょう    

いる、などの

課題
かだい

もある。 

 よって、義務的
ぎむてき

経費
けいひ

（自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

）の 対 象
たいしょう

を拡 大
かくだい

し、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は地方
ちほう

自治体
じちたい

が創意
そうい

工夫
くふう

して進める
すすめる

べき事 業
じぎょう

と個別
こべつ

給 付
きゅうふ

になじまないものに限 定
げんてい

すべきで

ある。 

 また、知的
ちてき

障 害
しょうがい

のあ る 人
    ひと

たちにとって 重 要
じゅうよう

な相 談
そうだん

支援
しえん

は個別
こべつ

給 付
きゅうふ

にはなじ

まないものの、その取り組み
と  く  

に自治体間
じちたいかん

の格差
かくさ

があり、財 政
ざいせい

基盤
きばん

も 脆 弱
ぜいじゃく

であること

から、そのあ り 方
    かた

についての検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

であると 考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は地方
ちほう

自治体
じちたい

の 裁 量
さいりょう

に応じて
おう   

柔 軟
じゅうなん

に実施
じっし

できることに意義
い ぎ

があるが、地方
ちほう

自治体
じちたい

の判 断
はんだん

に委ねられて
ゆだ     

いることが地域間
ちいきかん

格差
かくさ

を生む
う  

原 因
げんいん

となって

いるため、 対 象
たいしょう

事 業
じぎょう

を精査
せいさ

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 柔 軟
じゅうなん

なサ
さ

ービス
び す

提 供
ていきょう

を可能
かのう

とすることを意図
い と

したものが地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

とす

るならば障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

そのものを柔 軟
じゅうなん

な形
かたち

で行
おこな

えるように変
か

えれば良
よ

い。地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーを 活 用
かつよう

して、 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

の 生 活
せいかつ

支援
しえん

を 行
おこな

う 事 業
じぎょう

が 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

や法 人
ほうじん

の努 力
どりょく

で広
ひろ

がってきている。地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

もこれらのよ
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うな創意
そうい

工夫
くふう

ができる仕組
し く

みを残
のこ

し、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に統
とう

合
ごう

し、すべてを義務的
ぎむてき

事 業
じぎょう

とすれば、報 酬
ほうしゅう

基 準
きじゅん

、予算
よさん

による利用
りよう

制 限
せいげん

などの問 題
もんだい

が解
かい

消
しょう

される。 

 また、聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

は市 町 村
しちょうそん

に分
わ

けると数
かず

が尐
すく

なく、かつ都道府県
とどうふけん

単位
たんい

で広
ひろ

く

行 動
こうどう

するなど、市 町 村
しちょうそん

単位
たんい

ではニーズ
に ー ず

に応
こた

えきれない。都道府県
とどうふけん

単位
たんい

の広 域
こういき

を単位
たんい

とする事 業
じぎょう

の展 開
てんかい

が必 要
ひつよう

である。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

について、慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

のなかで、肝 臓 病
かんぞうびょう

疾 患
しっかん

などでは、

同 病 者
どうびょうしゃ

による療 養
りょうよう

支援
しえん

情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や、食 事
しょくじ

（栄 養
えいよう

）、運 動
うんどう

療 法
りょうほう

など、個々
こ こ

の患 者
かんじゃ

の病 態
びょうたい

に応
おう

じた療 養
りょうよう

指導
しどう

・援 助
えんじょ

も必 要
ひつよう

となります。現 在
げんざい

、その手立
て だ

てが長 期 間
ちょうきかん

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

に無
な

いことが問 題 点
もんだいてん

です。地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

のなかでしっかり位置
い ち

づけ

ること。 

 現 在
げんざい

、都道府県
とどうふけん

にある難 病
なんびょう

・相 談
そうだん

支援
しえん

センターを各都道府県
かくとどうふけん

の主 要
しゅよう

地域
ちいき

に拡 大
かくだい

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 長 期
ちょうき

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

のなかには、肝 臓 病
かんぞうびょう

患 者
かんじゃ

など、薬 物
やくぶつ

療 法
りょうほう

だけでは病 気
びょうき

の

改 善
かいぜん

は見込
み こ

めない場合
ばあい

もあります。日々
ひ び

の食 事
しょくじ

や運 動
うんどう

療 法
りょうほう

が、肝 臓
かんぞう

や身 体
しんたい

全 体
ぜんたい

の機能化
きのうか

以前
いぜん

に役立
やくだ

つことはエビデンスの得
え

られた患 者
かんじゃ

支援
しえん

の対 応
たいおう

です。そのために

は、一次
いちじ

医 療 圏
いりょうけん

ごとに、このような栄 養
えいよう

や運 動
うんどう

に関
かん

する患 者
かんじゃ

・家族
かぞく

指導
しどう

・支援
しえん

体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

である。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は全 面 的
ぜんめんてき

に見直
みなお

すべきである。 

 特
とく

に相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

は地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センター等
とう

への併 設 型
へいせつがた

ではなく、独 立
どくりつ

した

機能
きのう

をもつ基幹型
きかんかた

の機関
きかん

として地域
ちいき

に整備
せいび

をすべきである。 

○理由
りゆう

 

 相 談
そうだん

支援
しえん

における全 国 的
ぜんこくてき

に統
おさむ

一
いち

した質
しつ

の担保
たんぽ

が必 要
ひつよう

であり、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

に

ついても市 町 村
しちょうそん

の予算
よさん

により給 付
きゅうふ

されない等
とう

があってはならない。移動
いどう

支援
しえん

につい
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ても、個人
こじん

の生 活
せいかつ

に関
かか

わることが市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

を及
およ

ぼすことに問 題
もんだい

がある。 

 障 害
しょうがい

のある人
ひと

が他
ほか

の者
もの

との平 等
びょうどう

を獲 得
かくとく

するための費用
ひよう

、障 害
しょうがい

があるために

必 要
ひつよう

な経費
けいひ

については国
くに

で責 任
せきにん

を持
も

つべきである。 

 相 談
そうだん

支援
しえん

は基本
きほん

のサービスであるため。 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 前 段
ぜんだん

で述
の

べたとおりである。 

○理由
りゆう

 

 前 段
ぜんだん

で述
の

べたとおりである。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

特 性
とくせい

に応じた
おう

、相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

、 会 場
かいじょう

で多数
たすう

の聴 衆 向 け
ちょうしゅうむけ

の要 約
ようやく

筆記
ひっき

派遣
はけん

事 業
じぎょう

、人 材
じんざい

育 成
いくせい

事 業
じぎょう

などはあってよいと考える
かんが

が、それも予算
よさん

の面
めん

では義務的
ぎむてき

経費
けいひ

が原 則
げんそく

ではないか。 

 「地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センター」の 現 状
げんじょう

の役 割
やくわり

を否定
ひてい

しないが、 裁 量 的
さいりょうてき

経費
けいひ

補助
ほじょ

は

義務的
ぎむてき

経費
けいひ

とされるべきである。生 活
せいかつ

介護
かいご

と区分
くぶん

する意味
い み

はなく、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

としての

日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

として基本的
きほんてき

には統 合
とうごう

できる。 

 「地
ち

活
かつ

は工 賃
こうちん

不要
ふよう

」の制度
せいど

であるが、そのことで利用者
りようしゃ

が生き甲斐
い き が い

を感じられない
かん

漫然
まんぜん

とした日々
ひ び

を過ごす
す

のではいけない。 

 企 業
きぎょう

との 様 々
さまざま

なコラボを工夫
くふう

して、利用者
りようしゃ

の生き甲斐
い き が い

と 工 賃
こうちん

にも 反 映
はんえい

する

仕組み
し く み

を更に
さら

推進
すいしん

するような仕
し

掛
か

けが必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、法
ほう

９５条
９５じょう

第２項
だい２こう

第２号
だい２ごう

で予算
よさん

の範囲
はんい

での経費
けいひ

の 裁 量 的
さいりょうてき

補助
ほじょ

となっている。この低
ひく

い位
い

置
ち

づけに甘んじる
あま

ことで何ら
なん

構わない
かま

支援
しえん

事業
じぎょう

という

ものが想 定
そうてい

される のかが今一つ
いまひとつ

理解
りかい

できない。 

 利用者
りようしゃ

の程度
ていど

区分
くぶん

が軽度
けいど

でも 社 会
しゃかい

との 接 触
せっしょく

などが多く
おお

、 社 会 的
しゃかいてき

支援
しえん

が篤く
あつ

必要
ひつよう

な場合
ばあい

も尐なく
すく

ない。 現 状
げんじょう

は 報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

が低
ひく

すぎる。 

 そのことも原 因
げんいん

として、 製 造 業
せいぞうぎょう

の細か
こま

な下請け
したう

の 単 純
たんじゅん

作 業
さぎょう

等
とう

で工 賃
こうちん

にも
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結びつかず
むす

、利用者
りようしゃ

の生き甲斐
い き が い

に結びついて
むす

いない場合
ばあい

もあるのではないか。 

 自立
じりつ

支援法下
しえんほうか

での 就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

事 業
じぎょう

等
など

での 工 賃
こうちん

倍 増
ばいぞう

計 画
けいかく

等
とう

の取
と

り組
く

みには

限 界
げんかい

が大きい
おお

ものの、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が利用者
りようしゃ

に更に
さら

工賃
こうちん

を保 障
ほしょう

するための工夫
くふう

や改 善
かいぜん

の余地
よ ち

はまだまだあり、それは事 業 所
じぎょうしょ

の自主
じしゅ

努 力
どりょく

だけでは改 善
かいぜん

は難しく
むずかしく

、国
くに

と

都道府県
とどうふけん

レベル
れ べ る

も含めた
ふく

、企 業
きぎょう

等
など

と福祉
ふくし

事 業 所
じぎょうしょ

のタイアップ事 業
じぎょう

の推 進
すいしん

のための

制度
せいど

が必 要
ひつよう

。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 全 面 的
ぜんめんてき

な見直し
みなおし

が必 要
ひつよう

．支援
しえん

を実施
じっし

するのは身近
みじか

な市 町 村
しちょうそん

単
たん

位
い

であるべきだが，

障 害
しょうがい

のある人
ひと

が他
た

の者
もの

との 平 等
びょうどう

を獲 得
かくとく

するための費用
ひよう

， 障 害
しょうがい

があるため

必 要
ひつよう

な経費
けいひ

については国
くに

で責 任
せきにん

をもつ． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 一部
いちぶ

の支援
しえん

メニュー
め に ゅ ー

を個別
こべつ

給 付
きゅうふ

に再 編 す る
さいへん    

とともに、それ以外
いがい

については実施
じっし

の

必須化
ひっすか

や財 源
ざいげん

確保
かくほ

を含 め
ふく  

、自治体
じちたい

が 積 極 的
せっきょくてき

に実施
じっし

できる基盤
きばん

を整備
せいび

すべきである。

特
とく

に、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

のうち、「移動
いどう

支援
しえん

」については複 数
ふくすう

の人 々
ひとびと

が 共 同
きょうどう

で利用
りよう

する場合
ばあい

の事 業
じぎょう

を残 し た
のこ    

上
うえ

で、個別
こべつ

の移動
いどう

支援
しえん

に関する
かん   

部分
ぶぶん

については個別
こべつ

給付化
きゅうふか

し、双 方
そうほう

を組み合わせて
く あ  

利用
りよう

できる仕組み
し く  

とすべきある。また、「 日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

」の

提 供
ていきょう

実 態
じったい

を把握
はあく

し、地域間
ちいきかん

格差
かくさ

や 報 酬
ほうしゅう

格差
かくさ

の 解 消
かいしょう

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

については、地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

に応 じ て
おう    

展 開
てんかい

できる側 面
そくめん

がある

ものの、財 源
ざいげん

不足
ぶそく

やノウハウ
の う は う

の不足
ふそく

等
とう

の問 題
もんだい

により 十 分
じゅうぶん

に機能
きのう

していない 現 状
げんじょう

がある。そのため、大きな
おお   

地域間
ちいきかん

格差
かくさ

等
とう

の課題
かだい

が 生 じ て
しょう    

いるため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 個
こ

別
べつ

給
きゆう

付
ふ

の方
ほう

が良
よ

いサービスは個
こ

別
べつ

給
きゆう

付
ふ

に再
さい

編
へん

すべきだ。移
い

動
どう

支
し

援
えん

、日
につ

中
ちゆう

一
いち

時
じ

支
し

援
えん

、福
ふく

祉
し

ホーム。 
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○理
り

由
ゆう

 

 地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎよう

は市
し

町
ちよう

村
そん

の事
じ

業
ぎよう

になるので、市
し

町
ちよう

村
そん

と契
けい

約
やく

していない

市
し

町
ちよう

村
そん

での利
り

用
よう

ができなく、移
い

動
どう

の保
ほ

障
しよう

が出
で

来
き

なくなっている。また日
につ

中
ちゆう

一
いち

時
じ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎよう

も市
し

町
ちよう

村
そん

の任
にん

意
い

の事
じ

業
ぎよう

なので実
じつ

施
し

していない市
し

町
ちよう

村
そん

もある。これも

個
こ

別
べつ

給
きゆう

付
ふ

にすると全
ぜん

国
こく

どこの市
し

町
ちよう

村
そん

でも使
つか

えるようになるから。福
ふく

祉
し

ホーム利
り

用
よう

者
しや

の居
きよ

住
じゆう

地
ち

特
とく

例
れい

も含
ふく

めて個
こ

別
べつ

給
きゆう

付
ふ

を検
けん

討
とう

。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 国
くに

が 事 業
じぎょう

ごとの補助
ほじょ

基 準
きじゅん

を 設
もう

けていない地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、具体的
ぐたいてき

な

サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

や利用
りよう

手続き
てつづき

、報 酬
ほうしゅう

などが、自治体
じちたい

の 実 情
じつじょう

に応
おう

じて取
と

り組
く

まれてい

る事 業
じぎょう

となっている。また、同 事 業
どうじぎょう

には必須
ひっす

事 業
じぎょう

とそうではない事 業
じぎょう

があるが、

区別
くべつ

する必 要 性
ひつようせい

はない。 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

については義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

すべきと 考
かんが

えられ、むしろ、現 行
げんこう

の

介護
かいご

給 付
きゅうふ

、訓 練
くんれん

等
など

給 付
きゅうふ

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

とは統 一
とういつ

すべきである。 

○理由 

 生 活
せいかつ

全 体
ぜんたい

を踏まえた
ふ

総 合 的
そうごうてき

なサービス
さ ー び す

を必 要
ひつよう

とする場合
ばあい

、財 政 的
ざいせいてき

、事務的
じむてき

な

支援
しえん

だけでなく、ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

の 手 法
しゅほう

を 活 用
かつよう

し、 障 害 者
しょうがいしゃ

一人
ひとり

ひとりが、

主 体 的
しゅたいてき

に 自
みずか

らの実 現
じつげん

可能
かのう

な生 活
せいかつ

全 体
ぜんたい

の 目 標
もくひょう

を設 定
せってい

し、 現 状
げんじょう

とのギャツブ

埋
う

める手 法
しゅほう

の面
めん

からも、現 行
げんこう

体 系
たいけい

は適 切
てきせつ

なサービス
さ ー び す

体 系
たいけい

とは言
い

えない。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域間
ちいきかん

格差
かくさ

が問 題
もんだい

 

○理由
りゆう

 

 A市
し

とB市
し

に置
お

いて障 害 者
しょうがいしゃ

の他
ほか

のものと平 等
びょうどう

な人 権
じんけん

享 受
きょうじゅ

に格差
かくさ

が出
で

てはならない

から 
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論 点
ろんてん

D
でぃー

-1-6) 現 行
げんこう

のコミュニケーション
こ み ゆ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

についてどう 考
かんが

えるか？推 進
すいしん

会議
かいぎ

・第一次
だいいちじ

意見書
いけんしょ

では、「手話
しゅわ

や要 約
ようやく

筆記
ひっき

、指
ゆび

点字
てんじ

等
とう

を含
ふく

めた多様
たよう

な言語
げんご

の選 択
せんたく

、

コミュニケーション
こ に み ゆ け ー し ょ ん

の手 段
しゅだん

の保 障
ほしょう

の 重 要 性
じゅうようせい

・必 要 性
ひつようせい

」が指摘
してき

された。これらを踏
ふ

まえて、聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

や盲
もう

ろう者
しゃ

、視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

、さらに、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

、重 度
じゅうど

肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

を含
ふく

めた今後
こんご

のあり方
かた

をどう 考
かんが

えるか？  

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

は、全
すべ

ての障 害 者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

にかかせないものであり、手話
しゅわ

や

要 約
ようやく

筆記
ひっき

といった個別
こべつ

の支援
しえん

のほかに、地域
ちいき

においてコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

に対
たい

す

る理解
りかい

を深
ふか

めることにより、聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

や盲
もう

ろう者
もの

、視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

、さらに、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

や重 度
じゅうど

肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

等
とう

に対
たい

しても、障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で生 活
せいかつ

していくなかで

円 滑
えんかつ

にコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

が図
はか

れるよう、地域
ちいき

において取
と

り組
く

みを進
すす

めるべき。 

○理由
りゆう

 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手 段
しゅだん

を確保
かくほ

するためには、手話
しゅわ

や要 約
ようやく

筆記
ひっき

といった個別
こべつ

支援
しえん

の

みによるのではなく、地域
ちいき

で障 害
しょうがい

に対
たい

する理解
りかい

を深
ふか

め、だれもがコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

に取
と

り組
く

む必 要
ひつよう

があると考
かんが

えるため。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

保 障
ほしょう

は、手話
しゅわ

や点字
てんじ

だけの問 題
もんだい

では無く
な く

、あらゆる 障 害
しょうがい

を

持つ
も つ

方
ほう

の支援
しえん

の前 提
ぜんてい

として必 要
ひつよう

である。唯
ただ

、それは中 々
なかなか

難しい
むずかしい

事
こと

では有る
あ る

が、そ

れが 重 要
じゅうよう

だという認 識
にんしき

を忘れない
わすれない

事
こと

が大 切
たいせつ

だと思う
おもう

。 

○理由 

 どうしても、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

と言う
い う

と、手話
しゅわ

通 訳
つうやく

等
など

の 事
こと

が 中 心
ちゅうしん

で

考えられやすい
かんがえられやすい

が、知的
ちてき

障 害
しょうがい

の 方
かた

や 重 度
じゅうど

の 方
かた

とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手 段
しゅだん

の

難しさ
むずかしさ

を感じて
かんじて

いる。その技法
ぎほう

の 研 究
けんきゅう

や普 及
ふきゅう

も必 要
ひつよう

では有る
あ る

が、マンパワー
ま ん ぱ わ ー

の支援
しえん

の 重 要 性
じゅうようせい

も大きい
おおきい

と思う
おもう

。ずっと同じ
おなじ

人
ひと

というのは、一 概
いちがい

に良い
よ い

とは言えない
い え な い

が、

有る
あ る

程度
ていど

支援者
しえんしゃ

の継 続 性
けいぞくせい

は必 要
ひつよう

だと思う
おもう

。その人
ひと

に専 属
せんぞく

のケアマネ
け あ ま ね

がつくという

視点
してん

が必 要
ひつよう

だと思う
おもう

。 



18 

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 社 会
しゃかい

参加
さんか

にはコミュニケーションが無
な

ければ実 現
じつげん

不可能
ふかのう

。そういった点
てん

では、多様
たよう

なコミュニケーション手 段
しゅだん

の支援
しえん

は必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

と言
い

える。国 際
こくさい

会議
かいぎ

に言語
げんご

通 訳
つうやく

が

必須
ひっす

であることと同 様
どうよう

である。 

 知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

のコミュニケーションにはさらに噛
か

み砕
くだ

いた対 応
たいおう

が求
もと

められる。 

 また、中 途
ちゅうと

で聴 覚
ちょうかく

、視覚
しかく

に障 害
しょうがい

持
も

つこととにった方
かた

、高 齢
こうれい

に伴
ともな

う盲
もう

ろう者
もの

へ

のコミュニケーション手 段
しゅだん

の開 発
かいはつ

や、先 天 性
せんてんせい

の知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

、重 度
じゅうど

肢体
したい

不自由児者
ふじゆうじしゃ

へのコミュニケーション手 段
しゅだん

の開 発
かいはつ

が必 要
ひつよう

。（家族
かぞく

への指導
しどう

を含
ふく

む） 

 いずれも確 実
かくじつ

な情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

があること。 

○理由
りゆう

 

 コミュニケーションを必 要
ひつよう

とする、誰
だれ

もが、必 要
ひつよう

な時
とき

に、必 要
ひつよう

な場所
ばしょ

で利用
りよう

でき

るものでなければならない。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 知的
ちてき

や発 達
はったつ

障 害
しょうがい

などソーシャルコミュニケーション
そ ー し ゃ る こ み ゅ に け ー し ょ ん

に困 難
こんなん

のある障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちに対
たい

しても、自己
じ こ

決 定
けってい

、自己
じ こ

選 択
せんたく

に基
もと

づいたコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の

発 展
はってん

が必 要
ひつよう

である。 

 現 行
げんこう

では、感 覚
かんかく

レベル
れ べ る

を主
しゅ

としたコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

であるが、知覚
ちかく

・

認知
にんち

レベル
れ べ る

の困 難
こんなん

さにも焦 点
しょうてん

を当
あ

てたコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

へと展 開
てんかい

を図
はか

るべきである。 

○理由
りゆう

 

 自 閉 症
じへいしょう

など発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の主
しゅ

たる障 害
しょうがい

はソーシャル
そ ー し ゃ る

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

障 害
しょうがい

であ

り、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

（情 報
じょうほう

を受
う

け取
と

る・情 報
じょうほう

を発 信
はっしん

する・その相互性
そうごせい

）に支援
しえん

を

必 要
ひつよう

としている。乳幼児期
にゅうようじき

からのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

についての発 達
はったつ

支援
しえん

も必 要
ひつよう

で

ある。また、文字
も じ

の大
おお

きさや行 間
ぎょうかん

の広
ひろ

さ、 背 景 色
はいけいしょく

と文字
も じ

色
いろ

の選 択
せんたく

などの知覚
ちかく

レベル
れ べ る

の配 慮
はいりょ

によってその文字
も じ

情 報
じょうほう

にアクセス
あ く せ す

できる場合
ばあい

が広
ひろ

がってくる。この考
かんが

え 方
かた

は「文字
も じ

情 報
じょうほう

を 誰
だれ

にでも読
よ

みやすくするための取
と

り組
く

み」であり、 情 報
じょうほう
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アクセス権
あ くせす けん

という基本的
きほんてき

権利
けんり

の保 障
ほしょう

と関 連
かんれん

している。認知
にんち

レベル
れ べ る

の困 難
こんなん

さでは、

自 閉 症
じへいしょう

の人
ひと

たちへの支援
しえん

で重 要
じゅうよう

な視覚
しかく

を通
つう

じた情 報
じょうほう

提示
ていじ

によって地域
ちいき

生 活
せいかつ

が過
す

ごしやすくなるような環 境
かんきょう

づくりをコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の中
なか

に含
ふく

むべきで

ある。さらに上 記
じょうき

の知覚
ちかく

・認知
にんち

レベル
れ べ る

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

困 難
こんなん

を持
も

つ人
ひと

に対
たい

する

支援
しえん

においては、支援者
しえんしゃ

が支援
しえん

対 象 者
たいしょうしゃ

の 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

方 法
ほうほう

を 用
もち

い る た め の 専 門 性
せんもんせい

を 持
も

っ て い る 必 要
ひつよう

が あ る 。 そ の 意味
い み

で

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

とは、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を進
すす

めていく上
うえ

での前 提
ぜんてい

条 件
じょうけん

である

とも考
かんが

えられ、上 述
じょうじゅつ

の環 境
かんきょう

づくりは除
のぞ

くとしても地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

ではなく個別
こべつ

給付化
きゅうふか

すべきものと考
かんが

える。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちは、他者
たしゃ

とのコミュニケーションに難
なん

がある場合
ばあい

が多
おお

く、

公 的
こうてき

機関
きかん

の利用
りよう

や手続
てつづ

き、交 渉
こうしょう

、会議
かいぎ

などの場
ば

において、支援者
しえんしゃ

の同 席
どうせき

によるコミ

ュニケーション支援
しえん

の制度化
せいどか

が求
もと

められる。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 現行
げんこう

のコミュニケーション支援
しえん

事業
じぎょう

については、在宅
ざいたく

障害者
しょうがいしゃ

の一時
いちじ

入院中
にゅういんちゅう

の重度
じゅうど

全身性
ぜんしんせい

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の病室
びょうしつ

でのコミュニケーション等
とう

介助
かいじょ

制度
せいど

として行
おこな

われ、従来
じゅうらい

国庫
こっこ

補助
ほじょ

対象
たいしょう

でなかった入院中
にゅういんちゅう

のヘルパー利用
りよう

に国庫
こっこ

補助
ほじょ

制度
せいど

ができ、モデル事業的
じぎょうてき

な

役割
やくわり

を担
にな

った。 

 今後
こんご

は、入院中
にゅういんちゅう

のヘルパーによる支援
しえん

は個別
こべつ

給付
きゅうふ

に入
い

れるべきである。 

○理由
りゆう

 

 入院中
にゅういんちゅう

のコミュニケーション支援
しえん

事業
じぎょう

を使
つか

ったヘルパー利用
りよう

の制度
せいど

は、広
ひろ

く広報
こうほう

さ

れていないため、まだ全国
ぜんこく

でも一部
いちぶ

の市町村
しちょうそん

でしか実施
じっし

されていない。個別
こべつ

給付
きゅうふ

にして

全国
ぜんこく

一律
いちりつ

で必要
ひつよう

な人
ひと

に入院
にゅういん

時
じ

に即座
そくざ

に市町村
しちょうそん

の判 断
はんだん

でサービスが受
う

けられるように

すべき。 
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【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

や盲
もう

ろう者
しゃ

、視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

だけでなく、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

、重 度
じゅうど

肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

を含
ふく

めたコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の創 設
そうせつ

を行
おこな

い、この中
なか

で、情 報
じょうほう

保 障
ほしょう

の責務
せきむ

を明示
めいじ

する。 

○理由
りゆう

 

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

を総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の中
なか

に置
お

くよりも、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援法
しえんほう

といった法
ほう

制度
せいど

により、あらゆる生 活
せいかつ

支援
しえん

分野
ぶんや

に対
たい

する情 報
じょうほう

保 障
ほしょう

を明 確
めいかく

することも重 要
じゅうよう

。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 本 人
ほんにん

が選 択
せんたく

した言語
げんご

・方 法
ほうほう

を用意
ようい

すべきです。本 人
ほんにん

の身近
みぢか

にいる人
ひと

の意見
いけん

や、

権利
けんり

擁護者
ようごしゃ

などの支援
しえん

によって本 人
ほんにん

のニード
に ー ど

をより適 切
てきせつ

に把握
はあく

する努 力
どりょく

が必 要
ひつよう

で

す。 

○理由
りゆう

 

 特 例
とくれい

を残
のこ

すべきではなく、原 則
げんそく

は全
すべ

ての人
ひと

のニーズ
に ー ず

に基
もと

づく生 活
せいかつ

支援
しえん

を目指
め ざ

す

べきです。コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

困 難
こんなん

ないし自己
じ こ

決 定
けってい

能 力
のうりょく

に問 題
もんだい

があったとしても、

権利
けんり

擁護者
ようごしゃ

制度
せいど

などを新 設
しんせつ

して、権利
けんり

擁護者
ようごしゃ

（アドボケータ
あ ど ぼ け ー た

ー）による支援
しえん

が必 要
ひつよう

で

す。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 医 療
いりょう

工 学
こうがく

を含
ふく

めて医学的
いがくてき

あるいはリハビリテ
り は び り て

−
ー

ション的
しょんてき

な進歩
しんぽ

がなされており、

今後
こんご

も 進 展
しんてん

すると考
かんが

えられ、 効 率
こうりつ

よく 受 益
じゅえき

できるようにすることを 含
ふく

めて、

統 合 的
とうごうてき

な研 究 所
けんきゅうしょ

のような機関
きかん

を設置
せっち

する。 

○理由
りゆう

 

 利用者
りようしゃ

、研 究 者
けんきゅうしゃ

サイド
さ い ど

、利用
りよう

するための仲 介
ちゅうかい

組織
そしき

などそれぞれが別個
べっこ

になりがち

であるので、中 心 的
ちゅうしんてき

な組織
そしき

により、より先 進 的
せんしんてき

で良
よ

い内 容
ないよう

を使
つか

えるようにする。 
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【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、相互
そうご

に必 要
ひつよう

な重 要
じゅうよう

な事 業
じぎょう

である。聴
き

こえない

人
ひと

にのみ負担
ふたん

を負
お

わせることはあってはならない。現 行
げんこう

の市 町 村
しちょうそん

事 業
じぎょう

では、広 域
こういき

での活 動
かつどう

が保 障
ほしょう

されない。 

○理由
りゆう

 

 伝
つた

わらないことは、聴
き

こえない人
ひと

の課題
かだい

ではなく、聴
き

こえる人
ひと

と聴
き

こえない人
ひと

の

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の課題
かだい

であるという認 識
にんしき

に立
た

つ必 要
ひつよう

がある。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 コミュニケーション支援
しえん

の重 要 性
じゅうようせい

は誰
だれ

もが認
みと

めるところであり、コミュ二
に

ケーシ

ョン上
じょう

の不利益
ふりえき

をこうむっている全
すべ

ての人 々
ひとびと

に対
つい

すて必 要
ひつよう

な支援
しえん

を考
かんが

えるべきで

ある。介護
かいご

ヘルパーにおけるコミュニケーション支援
しえん

の大 切
たいせつ

さをふまえた支援
しえん

を考
かんが

え

なければならない。 

 

【佐野
さ の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 多様
たよう

なコミュニケーション手 段
しゅだん

がある中
なか

で、本 人
ほんにん

の選 択 権
せんたくけん

が尊 重
そんちょう

され必 要
ひつよう

な

時
とき

に、必 要
ひつよう

な場
ば

に、必 要
ひつよう

とする方 法
ほうほう

で保 障
ほしょう

されることが必 要
ひつよう

である。コミュニ

ケーション支援
しえん

の中
なか

で音 声
おんせい

伝 達
でんたつ

機器
き き

(補 聴
ほちょう

援 助
えんじょ

システム等
とう

)の事 業
じぎょう

への組
く

み入
い

れが必 要
ひつよう

である。また、要 約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

養 成
ようせい

事 業
じぎょう

の位置
い ち

づけがなされていないことで、

当事者
とうじしゃ

、関 係 者
かんけいしゃ

に無用
むよう

の混 乱
こんらん

を招
まね

いている現 状
げんじょう

を早 急
さっきゅう

に解
かい

決
けっ

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 コミュニケーション支援
しえん

の中
なか

で、聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する補 聴
ほちょう

援 助
えんじょ

システムの

有 効 性
ゆうこうせい

・有 用 性
ゆうようせい

に鑑
かんが

み、その普 及
ふきゅう

と利用
りよう

促 進
そくしん

をはかり、ひいては聴 覚
ちょうかく

補 償
ほしょう

に

よる有 効 性
ゆうこうせい

、有 用 性
ゆうようせい

を確 認
かくにん

することで、聴
ちょう

能
のう

訓 練
くんれん

につなげていくことができる。

聴 覚
ちょうかく

活 用
かつよう

を図
はか

ることにより、聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

の質
しつ

の向 上
こうじょう

に資
し

することがで

きる。 

 聴 覚
ちょうかく

補 償
ほしょう

(補聴器
ほちょうき

や人 工
じんこう

内耳
ないじ

)による聴 取
ちょうしゅ

が困 難
こんなん

な聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

にあっては
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視覚
しかく

活 用
かつよう

による要 約
ようやく

筆記
ひっき

が有 効
ゆうこう

である。専 門 的
せんもんてき

人 材
じんざい

養 成
ようせい

として要 約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

の

養 成
ようせい

が必 要
ひつよう

であることは自立
じりつ

支援法
しえんほう

施行
しこう

時
じ

から指摘
してき

をしてきたが、未
いま

だ何
なん

らの

進 展
しんてん

もないままとなっている。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 パーソナルアシスタントサービス
ぱ ー そ な る あ し す た ん と さ ー び す

と情 報
じょうほう

保 障
ほしょう

のふたつ 

○理由
りゆう

 

 一人
ひとり

ひとりの思
おも

いや願
ねが

いを伝
つた

えづらさを支
ささ

えることはパーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

に

なじむ。でも、手
しゅ

わ通
つう

やくや点
てん

じなどは、それとは別
べつ

に、求
もと

める人
ひと

すべてに対
たい

おう

できる仕
し

くみをつくるひつようがあるのではないか。 

 

【田中
たなか

（伸
のぶ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

」は、基本的
きほんてき

には、障 害 者
しょうがいしゃ

が憲 法
けんぽう

２１条
じょう

で保 障
ほしょう

され

ている表 現
ひょうげん

の自由
じゆう

を行使
こうし

するために必 要
ひつよう

な支援
しえん

であることが確 認
かくにん

されなければな

らない。また、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の具体的
ぐたいてき

内 容
ないよう

としては、情 報
じょうほう

の発 信
はっしん

及
およ

び入 手
にゅうしゅ

、

手話
しゅわ

、点字
てんじ

などの言語
げんご

選 択
せんたく

などが想 定
そうてい

されるが、各 障 害 者
かくしょうがいしゃ

から現 在
げんざい

抱
かか

えている

問 題 点
もんだいてん

と必 要
ひつよう

な支援
しえん

を十 分
じゅうぶん

に聞
き

き取
と

り、支援
しえん

体 系
たいけい

を構 築
こうちく

していくべきである。 

○理由
りゆう

 

 他者
たしゃ

とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

が個人
こじん

として尊 重
そんちょう

されるための前 提
ぜんてい

をな

すものであり、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

は障 害 者
しょうがいしゃ

にとって必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

な支援
しえん

である。

従
したが

って、新 法
しんぽう

における支援
しえん

の中 心
ちゅうしん

に据
す

えられるべきものであり、障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

に応
おう

じ

た柔 軟
じゅうなん

かつ充 実
じゅうじつ

した支援
しえん

がなされなければならない。そのような支援
しえん

が障 害 者
しょうがいしゃ

の

自己
じ こ

実 現
じつげん

を支
ささ

えるものだからである。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 知的
ちてき

や発 達
はったつ

障 害
しょうがい

などの視点
してん

で捉
とら

えた多様
たよう

な言語
げんご

の選 択
せんたく

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の

手 段
しゅだん

の保 障
ほしょう

の重 要 性
じゅうようせい

・必 要 性
ひつようせい

が具体化
ぐたいか

されていない。具体化
ぐたいか

に向
む

けての検 討
けんとう

、
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研 修
けんしゅう

体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 発 達
はったつ

障 害
しょうがい

や知的
ちてき

障 害
しょうがい

の方
かた

への情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

のスキル
す き る

が十 分
じゅうぶん

に成 熟
せいじゅく

していないた

めであるが、未 熟
みじゅく

な環 境
かんきょう

を掘
ほ

り起
お

こすスキル
す き る

の確 立
かくりつ

と研 修
けんしゅう

体 制
たいせい

の基盤
きばん

整備
せいび

が

不 十 分
ふじゅうぶん

である。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 すべて個別
こべつ

給 付
きゅうふ

の国
くに

による義務
ぎ む

づけられたサービス
さ ー び す

として全 国
ぜんこく

の市 町 村
しちょうそん

での

必須
ひっす

事 業
じぎょう

とすべきである。 

○理由
りゆう

 

 障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

によるサービス
さ ー び す

の格差
かくさ

は許
ゆる

されないから。コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

や移動
いどう

の

支援
しえん

は普通
ふつう

の年 齢
ねんれい

の非 障 害 者
ひしょうがいしゃ

が当 然
とうぜん

のこととして受 益
じゅえき

しているものであり、

障 害
しょうがい

の種 別
しゅべつ

によってそれが受
う

けられない人
ひと

がいることは許
ゆる

されないため。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 従 来
じゅうらい

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

だけでなく、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

（意思
い し

疎通
そつう

・他者
たしゃ

との 交 流
こうりゅう

）支援
しえん

という観 点
かんてん

からも検 討
けんとう

すべき。 

○理由
りゆう

  

 総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

でも意見
いけん

としてあるように、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

（自分
じぶん

ら

しく生きる
い   

能 力
のうりょく

・権利
けんり

）を高める
たか   

ためにも 情 報
じょうほう

保 障
ほしょう

として 重 要
じゅうよう

である。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

は社 会
しゃかい

参加
さんか

の基本的
きほんてき

権利
けんり

であり、市 町 村
しちょうそん

で格差
かくさ

が 生
しょう

じ

ないよう義務的
ぎむてき

経費
けいひ

とすべきである。 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

を必 要
ひつよう

としているのは聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

だけでなく、健 聴 者
けんちょうしゃ

も必 要
ひつよう

としている。聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

だけが負担
ふたん

することはなじまない。利用者
りようしゃ

無 料
むりょう

と

明記
めいき

すべきである。 
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 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

の 人 材
じんざい

確保
かくほ

が 進
すす

まないのは 労 働
ろうどう

条 件
じょうけん

等
とう

が 非 常
ひじょう

に

劣 悪
れつあく

なためである。市 町 村
しちょうそん

窓 口
まどぐち

にろう重 複
ちょうふく

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

にも対 応
たいおう

・支援
しえん

できるよ

う、専 門 性
せんもんせい

の高
たか

い手話
しゅわ

通 訳
つうやく

者
しゃ

を雇用
こよう

配置
はいち

し、都道府県
とどうふけん

に設置
せっち

の「聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

施設
しせつ

」に配置
はいち

される手話通
しゅわつう

訳 者
やくしゃ

、福祉
ふくし

専 門
せんもん

職
しょく

と連 携
れんけい

する体 制
たいせい

を構 築
こうちく

すること。 

 また、現 状
げんじょう

では個人
こじん

が対 象
たいしょう

になっていて集 団
しゅうだん

に対
たい

する情 報
じょうほう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

の仕組
し く

みがないので、集 団
しゅうだん

に対
たい

する支援
しえん

・保 障
ほしょう

する仕組
し く

みを整備
せいび

する必 要
ひつよう

があ

る。 

 情 報
じょうほう

保 障
ほしょう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

について、多
おお

くの課題
かだい

を根 本 的
こんぽんてき

に改 善
かいぜん

して

いくためには、情 報
じょうほう

保 障
ほしょう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

の目 的
もくてき

、定義
ていぎ

、対 象 者
たいしょうしゃ

、範囲
はんい

、

権利
けんり

行使
こうし

等
とう

のため情 報
じょうほう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

に関
かん

する基本法
きほんほう

の制 定
せいてい

が必 要
ひつよう

である。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 A L S
えいえるえす

（筋
きん

萎 縮 性 側
いしゅくせいそく

索
さく

硬 化 症
こうかしょう

）や S C D
えすしーでぃー

（脊 髄
せきずい

小 脳
しょうのう

変 性 症
へんせいしょう

）、筋
きん

ジ

ストロフィーなどの重 篤
じゅうとく

難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

へのパソコン・個別
こべつ

に開 発
かいはつ

されるセンサーなど

の進 行
しんこう

・変化
へんか

に対 応
たいおう

する資材
しざい

の供 給
きょうきゅう

、訓 練
くんれん

を含
ふく

めた支援
しえん

 

 コミュニケーション支援
しえん

をする業 者
ぎょうしゃ

の育 成
いくせい

、家族
かぞく

への支援
しえん

、人 材
じんざい

の養 成
ようせい

 

 

【橋本
はしもと

委員
い い ん

】 

○結論
けつろん

 

 発症
はっしょう

早期
そ う き

から会話
か い わ

によるコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

が障害
しょうがい

されるＡＬＳでは、透明
とうめい

文字盤
も じ ば ん

や

意思
い し

伝達
でんたつ

装置
そ う ち

のＩＴサポート
さ ぽ ー と

、進行
しんこう

二
に

に伴
ともな

うスイッチ
す い っ ち

の作成
さくせい

などの支援
し え ん

が、

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

で細々
こまごま

と行
おこな

われている。命
いのち

を支
ささ

えるこれらの支援
し え ん

の制度化
せ い ど か

が是非
ぜ ひ

必要
ひつよう

であ

る。 

○理由
り ゆ う

 

 視聴覚
しちょうかく

障害
しょうがい

のみならず、重度
じゅうど

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

にもコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
し え ん

が必要
ひつよう

である。 

 



25 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 従 来
じゅうらい

からコミュニケーション支援
しえん

の重 要 性
じゅうようせい

が指摘
してき

されていた視覚
しかく

障 害
しょうがい

、聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

、また支援
しえん

の手 法
しゅほう

が異
こと

なるが、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、重 度
じゅうど

肢体
したい

障 害
しょうがい

、失 語 症 者
しつごしょうしゃ

、発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

などにそれぞれにニーズに応
おう

じた適 切
てきせつ

な支援
しえん

が確保
かくほ

されることは基本的
きほんてき

権利
けんり

である。したがって、その事 業
じぎょう

経費
けいひ

は国
くに

の義務的
ぎむてき

経費
けいひ

とし、市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

が生
しょう

じ

ないようにすべきである。また、それらのコミュニュケーション支援
しえん

については無料化
むりょうか

するべきである。 

○理由
りゆう

 

 他
ほか

の者
もの

との平 等
びょうどう

な生 活
せいかつ

を保 障
ほしょう

する基本的
きほんてき

権利
けんり

であるから。コミュニケーション

支援
しえん

は、コミュニケーションを必 要
ひつよう

とする全
すべ

ての国 民
こくみん

が対 象
たいしょう

となるものである。

実 際
じっさい

に、機能的
きのうてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

とコミュニケーションを持
も

つ際
さい

には、機能
きのう

障 害
しょうがい

のな

い人
ひと

もコミュニケーション上
じょう

の障 害
しょうがい

を有
ゆう

することになるのだから。 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 推 進
すいしん

会議
かいぎ

の第一次
だいいちじ

意見書
いけんしょ

にあるとおり、「 障 害
しょうがい

者
しゃ

は 必 要
ひつよう

な 情 報
じょうほう

及
およ

び

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

が保 障
ほしょう

される権利
けんり

を有
ゆう

する」のである。 障 害
しょうがい

別
べつ

の具体的
ぐたいてき

な

要 求
ようきゅう

が全
すべ

て実 現
じつげん

するように、国
くに

は全 力
ぜんりょく

をあげるべきである。 

○理由
りゆう

 

 このことは、憲 法
けんぽう

で保 障
ほしょう

された基本的
きほんてき

人 権
じんけん

にかかわるものであり、国 連
こくれん

の権利
けんり

条 約
じょうやく

批 准
ひじゅん

に向
む

けた国
こく

内 法
ないほう

の整備
せいび

についても、欠
か

かせない重 要
じゅうよう

課題
かだい

である。 

 

【藤井
ふじい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 コミュニケーション支援
しえん

を受
う

けることは基本的
きほんてき

権利
けんり

であることから、その経費
けいひ

は国
くに

の義務
ぎ む

経費
けいひ

とするとともに、市 町 村 間
しちょうそんかん

の格差
かくさ

のない事 業
じぎょう

体 系
たいけい

とし、全都道府県
ぜんとどうふけん

・

市 町 村
しちょうそん

で実施
じっし

されるべきである。またコミュニケーション支援
しえん

は、利用者
りようしゃ

のうち

特 定
とくてい

の個人
こじん

等
とう

がその費用
ひよう

を負担
ふたん

することにはなじまず、無料化
むりょうか

を徹 底
てってい

すべきである。 

○理由
りゆう
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 権利
けんり

条 約
じょうやく

の第
だい

21条
じょう

では、「手話
しゅわ

、点字
てんじ

、補助的
ほじょてき

及
およ

び代 替 的
だいたいてき

な意思
い し

疎通
そつう

並
なら

びに

障 害 者
しょうがいしゃ

が自
みずか

ら 選 択
せんたく

する他
ほか

のすべての利用
りよう

可能
かのう

な意思
い し

疎通
そつう

の 手 段
しゅだん

、 形 態
けいたい

及
およ

び

様 式
ようしき

を用
もち

いることを受
う

け入
い

れ、及
およ

び容易
ようい

にすること」を求
もと

めており、その確保
かくほ

を困 難
こんなん

にしないような制度
せいど

設 計
せっけい

が求
もと

められるため。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 まず、コミュニケーション支援
しえん

は 障 害
しょうがい

を持
も

つ 人
ひと

が市民参加
しみんさんか

するために 憲 法
けんぽう

第２１条
だい２１じょう

表 現
ひょうげん

の自由
じゆう

の保 障
ほしょう

に基づく
もと

基幹的
きかんてき

な基本的
きほんてき

人 権
じんけん

保 障
ほしょう

としてなされる

ものであることの 法 律 上
ほうりつじょう

の明確化
めいかくか

が 重 要
じゅうよう

である。 

○理由
りゆう

 

 第５回
だい５かい

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

での田中
たなか

伸 明
のぶあき

委員
いいん

の発 言
はつげん

意見
いけん

に同旨
どうし

である。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の 人 権
じんけん

保 障
ほしょう

の 本 質
ほんしつ

からみて、 裁 量 的
さいりょうてき

経費
けいひ

補助
ほじょ

制度
せいど

としての地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

にコミュニケーション支援
しえん

が位置づけられた
いち

ことは、障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の大きな
おお

過ち
あやま

である。 

 盲
もう

ろう者
しゃ

、視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

の 点訳
てんやく

保障
ほしょう

その他
た

のコミュニケーション支援
しえん

請 求
せいきゅう

の

権利
けんり

は、他
ほか

の者
もの

との 平 等
びょうどう

の権利
けんり

、社 会
しゃかい

参加
さんか

の前 提
ぜんてい

としての 表 現
ひょうげん

の自由
じゆう

、知る
し

権利
けんり

が保 障
ほしょう

されるために 重 要
じゅうよう

である。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

は，他
た

の者
もの

との 平 等
びょうどう

を保 障
ほしょう

するための事 業
じぎょう

であり，

無 料
むりょう

とする． 

 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

のある人
ひと

にとっても，みずからの意思
い し

を 十 分
じゅうぶん

に伝えられない
つ た え ら れ な い

場合
ばあい

があ

り，そうした場合
ばあい

には，支援者
しえんしゃ

が必 要
ひつよう

となる場合
ばあい

がある． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 当事者
とうじしゃ

の意見
いけん

を 傾 聴
けいちょう

し、 最 も
もっと   

効果的
こうかてき

に保 障
ほしょう

される仕組み
しく  

として改 善
かいぜん

される

べきである。 
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 また、重 度
じゅうど

の肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

で言語
げんご

障 害
しょうがい

のある方 々
かたがた

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

につ

いては、日 常 的
にちじょうてき

な支援
しえん

（ケア
け あ

）と切り離せる
き  はな   

ものではなく、聴き取る
き  と  

姿勢
しせい

がケア
け あ

の質
しつ

を決める
き   

。 従
したが

って、生 活
せいかつ

支援
しえん

の中
なか

に支援
しえん

時間
じかん

として保 障
ほしょう

される必 要
ひつよう

がある。 

○理由
りゆう

 

 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

により 必 要
ひつよう

とされるコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

や制度化
せいどか

の 方 法
ほうほう

が

異 な る
こと    

ものであり、個々
こ こ

の提 案
ていあん

を 十 分
じゅうぶん

に勘 案
かんあん

し制度化
せいどか

が図られる
はか     

必 要
ひつよう

がある

と 考 え る
かんが    

ため。また、重 度
じゅうど

の肢体
したい

不自由
ふじゆう

で言語
げんご

障 害
しょうがい

のある方 々
かたがた

については、

ニーズ
に ー ず

表 出
ひょうしゅつ

や日々
ひ び

の支援
しえん

における意向
いこう

の 確 認
かくにん

等
とう

を 含 め
ふく  

、支援
しえん

の 提 供
ていきょう

に

欠かせない
か    

ものであり、生 活
せいかつ

支援
しえん

の中
なか

に保 障
ほしょう

されるべきであると 思 わ れ る
おも       

ため。 

 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 今
こん

後
ご

のあり方
かた

として、コミュニケーション支
し

援
えん

（ 情
じよう

報
ほう

提
てい

供
きよう

支
し

援
えん

を含
ふく

む）を、

専
せん

門
もん

領
りよう

域
いき

として取
と

り 扱
あつか

うだけではなく、各
かく

福
ふく

祉
し

サービスの 共
きよう

通
つう

機
き

能
のう

の中
なか

に、

コミュニケーション支
し

援
えん

をしっかりと位
い

置
ち

づけていく必
ひつ

要
よう

がある。 

○理
り

由
ゆう

 

 コミュニケーションと 情
じよう

報
ほう

は人
ひと

が暮
く

らす上
うえ

で 最
もつと

も 重
じゆう

要
よう

な問
もん

題
だい

であるが、福
ふく

祉
し

サービスの中
なか

でのコミュニケーションおよび 情
じよう

報
ほう

バリアが、日
にち

常
じよう

的
てき

な権
けん

利
り

侵
しん

害
がい

につながっている。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の支援
しえん

を受
う

けることは、基本的
きほんてき

な権利
けんり

である。障 害
しょうがい

のある人
ひと

も

ない人
ひと

もお互
たが

いの意思
い し

疎通
そつう

には必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

な手 段
しゅだん

である。利用者
りようしゃ

のうち、特 定
とくてい

の

個人
こじん

等
など

が そ の 費用
ひよう

を 負担
ふたん

す る こ と は な じ ま ず 、 無料化
むりょうか

を 徹 底
てってい

す る な ど

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の支援
しえん

のあり方
かた

について抜 本 的
ばっぽんてき

に見直
みなお

す必 要
ひつよう

がある。 

○理由 

 市 町 村
しちょうそん

の格差
かくさ

を含
ふく

めて、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の支援
しえん

のあり方
かた

を再 考
さいこう

する必 要
ひつよう

が

ある。 
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論 点
ろんてん

D
でぃー

-1-7) 現 行
げんこう

の補装具
ほ そ う ぐ

・ 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

についてどう 考
かんが

えるか？今後
こんご

のあり

方
かた

についてどう 考
かんが

えるか？  

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 補
ほ

装具
そうぐ

の種 目
しゅもく

、基
き

準 価 格
じゅんかかく

等
とう

を実 情
じつじょう

に合
あ

うよう見直
みなお

すべき 

○理由
りゆう

 

 電 動 車
でんどうくるま

いすやデジタル
で じ た る

式
しき

補聴器
ほちょうき

など基
き

準 価 格
じゅんかかく

が実 勢
じっせい

価格
かかく

を下 回
したまわ

っているも

の、基
き

準 価 格
じゅんかかく

の設 定
せってい

のないものがある。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 必 要
ひつよう

な人
ひと

に届く
とどく

体 制
たいせい

で有れば
あ れ ば

良い
よ い

と思う
おもう

。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 補
たすく

装具
そうぐ

とは、利用者
りようしゃ

の身
み

に付
つ

ける物
もの

、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

とは、豊
ゆた

かに日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

を過
す

ごすための道具
どうぐ

である。 

・補
たすく

装具
そうぐ

の内 容
ないよう

の見直
みなお

しと年 齢
ねんれい

と体 格
たいかく

でサイズを変 更
へんこう

する際
さい

の補助
ほじょ

制度
せいど

。 

・個人
こじん

に特化
とっか

する日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

は、個人
こじん

負担
ふたん

とする。（費用
ひよう

負担
ふたん

の在
あ

り方
かた

が要 検 討
ようけんとう

） 

・補
たすく

装具
そうぐ

費用
ひよう

が「給 付
きゅうふ

」となったが、積 極 的
せっきょくてき

な事 業 所
じぎょうしょ

の開 拓
かいたく

がないので選 択 権
せんたくけん

が狭
せま

い。 

・補
たすく

そう具
ぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

は、日進月歩
にっしんげっぽ

で開
かい

発
はっ

されている。開 発 品
かいはつしな

を臨機
りんき

に使用
しよう

できるシステムが必 要
ひつよう

です。 

○理由
りゆう

 

 補
たすく

装具
そうぐ

とは、利用者
りようしゃ

の身
み

に付
つ

ける物
もの

で先 天 性
せんてんせい

の障 害 児
しょうがいじ

にとって年 齢
ねんれい

と共
とも

にサ

イズや内 容
ないよう

が変
か

わるもの。 

 用具
ようぐ

は日進月歩
にっしんげっぽ

である、用具
ようぐ

によって耐 用
たいよう

年 数
ねんすう

が決
き

められており、代替
だいが

えできな

い 

使用
しよう

する人
ひと

を支援
しえん

する制度
せいど

にしなければならない。 
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【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 これらの補装具
ほそうぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

については、これらのツール
つ ー る

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

にと

っての合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

であると考
かんが

えるので、身 体
しんたい

障 害
しょうがい

のある人
ひと

のみならず、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、

発 達
はったつ

障 害
しょうがい

、精 神
せいしん

障 害
しょうがい

などの障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に応
おう

じた教 育
きょういく

用具
ようぐ

なども日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

の給 付
きゅうふ

対 象
たいしょう

とすべきと考
かんが

える。（例
たと

えば、姿勢
しせい

を保
たも

つクッション
く っ し ょ ん

、紙
かみ

の上
うえ

で滑
すべ

りづ

らい定 規
じょうぎ

や巧緻
こうち

動作
どうさ

が十 分
じゅうぶん

でなくても使
つか

えるコンパス
こ ん ぱ す

など）。また、補装具
ほそうぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

についての一 般
いっぱん

市民
しみん

の理解
りかい

も大 切
たいせつ

であると考
かんが

える。保育
ほいく

園
えん

、幼稚園
ようちえん

などの

時代
じだい

からの他者
たしゃ

理解
りかい

教 育
きょういく

（ｱﾝﾀﾞｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾌﾚﾝｽﾞ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）が必 要
ひつよう

と思
おも

う。 

○理由
りゆう

 

 障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

により利用
りよう

できる補
ほ

装具
そうぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

が決
き

められてしまっているが、

ニーズ
に ー ず

に応
おう

じて種 別
しゅべつ

を取
と

り払
はら

って利用
りよう

できるようにする必 要
ひつよう

がある。（例
たと

えば肢体
したい

不自由
ふじゆう

の 人
ひと

の意思
い し

伝 達
でんたつ

装置
そうち

ボカ
ぼ か

などは、 音 声
おんせい

言語
げんご

を持
も

たない 自 閉 症
じへいしょう

に 人
ひと

には

有 効
ゆうこう

）補
ほ

装具
そうぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

を、その人
ひと

の最 低 限
さいていげん

の生 活
せいかつ

を保 障
ほしょう

する物
もの

と考
かんが

え

るのではなく、その人
ひと

の能 力
のうりょく

が学 校
がっこう

や職 場
しょくば

の中
なか

で十 全
じゅうぜん

に発揮
はっき

されるために必 要
ひつよう

な

物
もの

と 考
かんが

え る べ き で あ る 。 アイフォン
あ い ふ ぉ ん

や Ｄ Ｓ な ど Ｉ Ｔ を 利用
りよう

し た

コミュニケーションツール
こ み ゅ に け ー し ょ ん つ ー る

がもっと安価
あんか

に利用
りよう

できるような措置
そ ち

が必 要
ひつよう

である。そのよ

うにして、障 害
しょうがい

を持
も

つ人
ひと

のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

、そして自立
じりつ

生 活
せいかつ

の確 立
かくりつ

・地域
ちいき

生 活
せいかつ

への

移行
いこう

と維持
い じ

が保 障
ほしょう

されるからである。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 パーソナルコンピュータにおけるコミュニケーションツールや例
たと

えば「コミュニケー

ションボード」や「トーキングエイド」などは、知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちにとっても活 用
かつよう

できる日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

として考
かんが

えられる。 

○理由
りゆう

 

 知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちの中
ちゅう

には、言語
げんご

の発 声
はっせい

が困 難
こんなん

であっても、絵
え

や図形
ずけい

により

意思
い し

などを伝
つた

えることが可能
かのう

な人
ひと

たちがおり、コミュニケーションボードやトーキング

エイドなどを活 用
かつよう

して、他者
たしゃ

への意思
い し

表 示
ひょうじ

が可能
かのう

となる。 
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【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 入浴
にゅうよく

・トイレやベッドから車椅子
くるまいす

への移乗
いじょう

に使
つか

う介護
かいご

リフトは補
ほ

装具
そうぐ

制度
せいど

に入
はい

れ、

修理屋
しゅうりや

部品
ぶひん

交換
こうかん

の対象
たいしょう

にするべき。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

給 付
きゅうふ

事 業
じぎょう

の支 給
しきゅう

基 準
きじゅん

について、市 町 村
しちょうそん

で定
さだ

めるのではなく、国
くに

あ

るいは県
けん

で定
さだ

める方
ほう

が良
よ

い。児
じ

における年 齢
ねんれい

制 限
せいげん

は撤 廃
てっぱい

すべきである。 

そして 

１、レンタル制
れ んたる せい

の導 入
どうにゅう

などを可能
かのう

なものから進
すす

める。 

２、座位
ざ い

保持
ほ じ

装置
そうち

や車
くるま

いす、電 動 車
でんどうくるま

いすなどの交付
こうふ

や複 数
ふくすう

交付
こうふ

などを生 活
せいかつ

実 態
じったい

に

応
おう

じて柔
じゅう

軟
なん

な対 応
たいおう

ができるようにする 

３、 車 載
しゃさい

用
よう

座位
ざ い

保持
ほ じ

装置
そうち

など 生 活
せいかつ

様 式
ようしき

の時代的
じだいてき

な変化
へんか

に 応
おう

じて交付
こうふ

内 容
ないよう

を

スムーズ
す む ー ず

にできる国
くに

のシステム
し す て む

が求
もと

められる 

４、適 応
てきおう

や適 合
てきごう

の判 断
はんだん

が適
てき

切
せつ

に可能
かのう

な人 材
じんざい

の養 成
ようせい

が必 要
ひつよう

である。 

18歳
さい

未満
みまん

の場合
ばあい

、福祉
ふくし

が担
にな

うべき経費
けいひ

が作 成
さくせい

現場
げんば

に肩代
かたが

わりさせている。 

○理由
りゆう

 

 同
おな

じ県 内
けんない

でも市 町 村
しちょうそん

ごとに支 給
しきゅう

基 準
きじゅん

がことなり、利用者
りようしゃ

の戸惑
とまど

いが大
おお

きく

不公平
ふこうへい

さが大
おお

きい。年 齢
ねんれい

では 3歳
さい

以 上
いじょう

の給 付
きゅうふ

となっているもの、18歳
さい

以 上
いじょう

となっ

ているものがある。 

１、まだ使用
しよう

可能
かのう

なものでも成 長
せいちょう

や生 活
せいかつ

の変化
へんか

に伴
ともな

って不要
ふよう

となるものがかなりある。 

２、生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

なものであっても自治体
じちたい

の財 政 的
ざいせいてき

な理由
りゆう

から許可
きょか

されない事例
じれい

が多
おお

い。 

時代
じだい

に応
おう

じて生 活
せいかつ

様 式
ようしき

は変化
へんか

するが、交付
こうふ

基 準
きじゅん

などが追
お

い付
つ

いていない。 

４、しかし 現 行
げんこう

の 適
てき

合
ごう

判
はん

定
てい

などのシステム
し す て む

では 人 材
じんざい

の 問 題
もんだい

が 多
おお

く 適 切
てきせつ

な

適 応
てきおう

・適 合
てきごう

ができていない。日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

ではすべて作 成
さくせい

施設
しせつ

の負担
ふたん

持
も

ち出
だ

し

となっている。 
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【倉田
くらた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 自立
じりつ

支援法
しえんほう

により、補
ほ

装具
そうぐ

・ 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

の品 目
ひんもく

の組み換え
く  か  

が行われた
おこな    

が、

ストマ
 

装具
そうぐ

、人 工
じんこう

喉 頭
こうとう

については、位置づけ
い ち   

を補
ほ

装具
そうぐ

に戻 す
もど  

べきである。 

○理由
りゆう

 

 ストマ装具
そうぐ

、人 工
じんこう

喉 頭
こうとう

については、 障 害 者
しょうがいしゃ

等
など

の身 体
しんたい

機能
きのう

を補完
ほかん

・代 替
だいたい

する、

不可欠性
ふかけつせい

が極めて
きわ  

高 い
たか  

用具
ようぐ

であり、単
たん

に、日 常
にちじょう

生 活 上
せいかつじょう

の便宜
べんぎ

を図 る
はか  

ための用具
ようぐ

とはいえないため。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 社 会
しゃかい

モデル
も で る

で捉
とら

えることを前 提
ぜんてい

に、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

のうち、障 害
しょうがい

のない人
ひと

と同
おな

じ

基本的
きほんてき

な生 活
せいかつ

を確保
かくほ

するためのものについては、補装具
ほそうぐ

に組
く

み入
い

れるべきである。 

○理由
りゆう

 

 基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の確保
かくほ

のため。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 補
たすく

装具
そうぐ

と日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

の事 業
じぎょう

の一体化
いったいか

をはかると共
とも

に、より最 新
さいしん

の先 端 的
せんたんてき

な

機器
き き

を認
みと

めていけるように、必 要
ひつよう

な機器
き き

の対 象
たいしょう

を拡
ひろ

げていけるようなシステムをつく

る。 

 

【佐野
さ の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 現 行
げんこう

制度
せいど

の谷間
たにま

にある、軽度
けいど

・中 等 度
ちゅうとうど

難 聴 者
なんちょうしゃ

に対
たい

しての国 際
こくさい

基 準
きじゅん

に基
もと

づく補
ほ

装具
そうぐ

(補聴器
ほちょうき

)の購 入
こうにゅう

補助
ほじょ

給 付
きゅうふ

を実施
じっし

すべきである。特
とく

に児童
じどう

・生徒
せいと

に対
たい

する支援
しえん

は、

将 来
しょうらい

の人 材
じんざい

育 成
いくせい

の観 点
かんてん

からも重 要
じゅうよう

なことであるから、実施
じっし

すべきである。 

 補聴器
ほちょうき

における価格
かかく

算 定
さんてい

に関
かん

しては基本
きほん

性 能
せいのう

のみの算 定
さんてい

であり、補聴器
ほちょうき

の多
おお

く

がデジタル補聴器
ほちょうき

に代
か

わりつつある現 在
げんざい

にあった、基本
きほん

性 能
せいのう

追加
ついか

の変 更
へんこう

が必 要
ひつよう

で

ある。 
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○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

では、 障 害
しょうがい

認 定
にんてい

基 準
きじゅん

以下
い か

の 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

に 対
たい

する、独自
どくじ

の施策
しさく

として

高 齢 者
こうれいしゃ

や児童
じどう

・生徒
せいと

に対
たい

する補聴器
ほちょうき

の給 付
きゅうふ

事 業
じぎょう

を実施
じっし

している自治体
じちたい

がある。国
くに

の

施策
しさく

が後手
ご て

後手
ご て

になっている証
あか

しである。 

 

【田中
たなか

（伸
のぶ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

」を新 法
しんぽう

の中 心
ちゅうしん

に置
お

く以 上
いじょう

、補装具
ほそうぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

は

障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

に密 接
みっせつ

に関
かか

わるものとして、必 要
ひつよう

十 分
じゅうぶん

な用具
ようぐ

が支 給
しきゅう

対 象
たいしょう

とされ

なければならない。また、支 給
しきゅう

対 象
たいしょう

用具
ようぐ

の認 定
にんてい

については、尐
すく

なくとも年
ねん

１回
かい

程度
ていど

の改 定
かいてい

作 業
さぎょう

を行
おこな

うべきである。 

○理由
りゆう

 

 補
ほ

装具
そうぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

は障 害 者
しょうがいしゃ

の日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

に密 接
みっせつ

に関
かか

わるものであるから、

支 給
しきゅう

対 象
たいしょう

の認 定
にんてい

にあたっては、各 障 害
かくしょうがい

種 別
しゅべつ

のニーズ
に ー ず

を十 分
じゅうぶん

聞
き

き取
と

った上
うえ

で、新
あら

たな機器類
ききるい

の開 発
かいはつ

状 況
じょうきょう

も視野
し や

に入
い

れて、定期的
ていきてき

に行
おこな

われる必 要
ひつよう

がある。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

の給 付
きゅうふ

要 件
ようけん

に原 則
げんそく

として年 齢
ねんれい

制 限
せいげん

を設 定
せってい

せず、給 付
きゅうふ

対 象
たいしょう

と

するかどうかは障 害
しょうがい

の程度
ていど

と必要度
ひつようど

によって検 討
けんとう

することとする。 

 現 在
げんざい

日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

の品 目
ひんもく

にないアンビューバック
あ ん び ゅ ー ば っ く

＊1 やパルスオキシメータ
ぱ る す お き し め ー た

ー＊

2を品 目
ひんもく

に加
くわ

える 

○理由
りゆう

 

 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

の給 付
きゅうふ

要 件
ようけん

に年 齢
ねんれい

制 限
せいげん

を設 定
せってい

すると、身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

を

取 得
しゅとく

していながらも、特
とく

に乳 幼 児
にゅうようじ

は給 付
きゅうふ

を受
う

けられない状 況
じょうきょう

が発 生
はっせい

している。 

 例
れい

）吸 引 器
きゅういんき

・吸 入 器
きゅうにゅうき

・特 殊
とくしゅ

マット
ま っ と

・特 殊
とくしゅ

寝 台
しんだい

など 

 パルスオキシメータ
ぱ る す お き し め ー た

ーについてはすでに品 目
ひんもく

に加
くわ

えている市 町 村
しちょうそん

もあるが、まだ

十 分
じゅうぶん

とはいえない。アンビューバック
あ ん び ゅ ー ば っ く

やパルスオキシメータ
ぱ る す お き し め ー た

ーは小 児
しょうに

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

の

日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

の 品 目
ひんもく

にも 入
はい

っておらず、 現 状
げんじょう

は自費
じ ひ

購 入
こうにゅう

をしている。

（パルオキシメータ
ぱ る お き し め ー た

ーについてはレンタル
れ ん た る

もあり月 額
げつがく

利 用 料
りようりょう

約
やく

15000円
えん

程度
ていど

）上 記
じょうき
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も吸 引 器
きゅういんき

・吸 入 器
きゅうにゅうき

同 様
どうよう

、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

を安 全
あんぜん

に営
いとな

む上
うえ

で必 要
ひつよう

となる機器
き き

であるた

め日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

の品 目
ひんもく

に加
くわ

える必 要
ひつよう

がある。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 現 行
げんこう

の 補
たすく

装具
そうぐ

、 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

はその利用
りよう

要 件
ようけん

がこと細
こま

かに規定
きてい

されており

必 要
ひつよう

な人
ひと

でも利用
りよう

できなかったり、利用
りよう

制 限
せいげん

を受
う

けている例
れい

が多
おお

い。 補
たすく

装具
そうぐ

や

日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

に不可欠
ふかけつ

なものであり、障 害 者
しょうがいしゃ

に自己
じ こ

負担
ふたん

を求
もと

めることは根 本 的
こんぽんてき

に間違
まちが

えている。全 額
ぜんがく

制度
せいど

で保 障
ほしょう

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 IT関 係
かんけい

の 情 報
じょうほう

発 信
はっしん

機器
き き

は日進月歩
にっしんげっぽ

であり、 補
たすく

装具
そうぐ

や 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

の制度
せいど

はそれについていっていない。必 要
ひつよう

な機器
き き

は市 場
しじょう

に出
で

ると同時
どうじ

に活 用
かつよう

されるべきで

あり、それを制度
せいど

で適 用
てきよう

不適用
ふてきよう

と細
こま

かく規定
きてい

することは不可能
ふかのう

であるし、矛 盾
むじゅん

が多
おお

い。

利用者
りようしゃ

が申 請
しんせい

した器具
き ぐ

については 行 政
ぎょうせい

単位
たんい

で自由
じゆう

に 裁 量
さいりょう

できる余地
よ ち

を残
のこ

すべき

であり、国
くに

が細
こま

かく 対 象
たいしょう

品 目
ひんもく

を規定
きてい

すべきではない。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 補
ほ

装具
そうぐ

は障 害
しょうがい

を補
ほ

てんするものであり、本 人
ほんにん

負担
ふたん

はなじまない。自己
じ こ

負担
ふたん

金
きん

は全 廃
ぜんぱい

すべきである。補聴器
ほちょうき

の給 付
きゅうふ

対 象
たいしょう

の認 定
にんてい

基 準
きじゅん

は世界
せかい

保健
ほけん

機構
きこう

で定
さだ

められている 30

デシベル
で し べ る

以 上
いじょう

を基 準
きじゅん

に支 給
しきゅう

をおこなうべきである。 

 火災
かさい

警報器
けいほうき

や、災 害
さいがい

等
とう

の情 報
じょうほう

などの受 信
じゅしん

を容易
ようい

にする、振 動
しんどう

と光
ひかり

による携 帯
けいたい

情 報
じょうほう

受 信 装
じゅしんそう

置
ち

を日 常
にちじょう

生 活 用
せいかつよう

具
ぐ

に加
くわ

え、かつ、障 害
しょうがい

のない家族
かぞく

と同 居
どうきょ

している

ときの支 給
しきゅう

制 限
せいげん

をなくすこと。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 難 病
なんびょう

対 策
たいさく

要 綱
ようこう

（難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

等
とう

居 宅
きょたく

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

）で行
おこな

われている支援
しえん

の地域
ちいき

格差
かくさ

の解 消
かいしょう

 

（１）福祉
ふくし

・介護
かいご

事 業
じぎょう

での支援
しえん

の一体化
いったいか
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 難 病
なんびょう

対 策
たいさく

要 綱
ようこう

（難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

等
とう

居 宅
きょたく

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

）で支援
しえん

が行
おこな

われている

が、利用
りよう

制度
せいど

の優
ゆう

先 順 位
せんじゅんい

で「 難 病
なんびょう

」は最後
さいご

となり 使
つか

い 難
がた

いことや 啓 発
けいはつ

の

不 十 分
ふじゅうぶん

さが原 因
げんいん

で利
り

用度
ようど

が著
いちじる

しく低
ひく

いのが現 状
げんじょう

 

（２）現 行
げんこう

制度
せいど

との関 係
かんけい

では、他
ほか

の制度
せいど

との統 合
とうごう

や適 切
てきせつ

な周 知
しゅうち

などの改 善
かいぜん

が求
もと

められる。また、機器
き き

の進歩
しんぽ

に合
あ

わせて臨機応変
りんきおうへん

に対 応
たいおう

できるようにしていくべ

きである。 

 難 病
なんびょう

・慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

の判 定
はんてい

に際
さい

しては、当事者
とうじしゃ

の訴
うった

えや専門医
せんもんい

の意見
いけん

も

考 慮
こうりょ

に入
い

れて、当事者
とうじしゃ

の状 態
じょうたい

に合
あ

った機器
き き

・用具
ようぐ

を給 付
きゅうふ

できるようにすること。 

（３）進 行 性
しんこうせい

の疾 患
しっかん

の場合
ばあい

、病 気
びょうき

が進 行
しんこう

し後 遺 症
こういしょう

としての障 害
しょうがい

が現
あらわ

れる前
まえ

の

段 階
だんかい

で予防的
よぼうてき

に補
ほ

装具
そうぐ

や日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

などを利用
りよう

することによって、障 害
しょうがい

の

重 症 化
じゅうしょうか

を未然
みぜん

に防
ふせ

ぐことができることもある。内部
ないぶ

障 害
しょうがい

、慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

の場合
ばあい

に

も、 電 動 車
でんどうくるま

いすなどを利用
りよう

することで体 力
たいりょく

の消 耗
しょうもう

を防
ふせ

ぎ、障 害
しょうがい

の進 行
しんこう

・

重 症 化
じゅうしょうか

を防
ふせ

ぐことは必 要
ひつよう

であり、そういう場合
ばあい

にも補
ほ

装具
そうぐ

、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

が

給 付
きゅうふ

できるようにすべき。疾 患 名
しっかんめい

（進 行 性
しんこうせい

疾 患
しっかん

など）による認 定
にんてい

が必 要
ひつよう

に

なることもあり得
え

る。 

（４）電 動 車
でんどうくるま

いすについては、難 病
なんびょう

・慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

をもつ人
ひと

たちへの利用
りよう

が障 害
しょうがい

の

重 症 化
じゅうしょうか

を防
ふせ

ぐうえで有 効
ゆうこう

であることを周 知
しゅうち

徹 底
てってい

すること。また、年 齢
ねんれい

による

制 限
せいげん

（現 行
げんこう

では「学齢児
がくれいじ

以 上
いじょう

、小 学 校
しょうがっこう

高 学 年
こうがくねん

以 上
いじょう

が望
のぞ

ましい」とされて

いる）を一 律
いちりつ

にせず、障 害
しょうがい

の特 性
とくせい

と子
こ

どもの成 長
せいちょう

・発 達
はったつ

を考 慮
こうりょ

しながら、

利用者
りようしゃ

に合
あ

わせて判 断
はんだん

を行
おこな

うこと。 

（５）難 病
なんびょう

対 策
たいさく

要 綱
ようこう

に基
もと

づく難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

等
とう

居 宅
きょたく

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、そもそも

「研 究
けんきゅう

事 業
じぎょう

」として行
おこな

われていることに地域
ちいき

格差
かくさ

を生
う

んだり、利用
りよう

し難
がた

さの

原 因
げんいん

がある。福祉
ふくし

制度
せいど

として統 合
とうごう

しない限
かぎ

りこの限 界
げんかい

は破
やぶ

れない。 

○理由
りゆう

 

 補
ほ

装具
そうぐ

、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

については、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

、介護
かいご

保険法
ほけんほう

、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づくもののほか、「難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

等
とう

居 宅
きょたく

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

」や「小 児
しょうに

慢 性
まんせい

特 定
とくてい

疾患児
しっかんじ

日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

給 付
きゅうふ

事 業
じぎょう

」によるものが並 存
へいぞん

している。給 付
きゅうふ

対 象
たいしょう

となる

用具
ようぐ

の種 目
しゅもく

がそれぞれ異
こと

なるほか、適 用
てきよう

の優
ゆう

先 順 位
せんじゅんい

もあり、非 常
ひじょう

に分
わ

かり難
がた

く、

使
つか

い難
かた

い。制度
せいど

の統 合
とうごう

や適 切
てきせつ

な周 知
しゅうち

など、改 善
かいぜん

が必 要
ひつよう

です。また、医 療
いりょう

機器
き き

関 連
かんれん

などの進歩
しんぽ

はとても早
はや

く、最 新
さいしん

の支援
しえん

が受
う

けられるようにすべきである。 
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例
れい

…パルスオキシメーターなどは、呼吸器
こきゅうき

障 害
しょうがい

の対 象
たいしょう

に対
たい

する支 給
しきゅう

を行
おこな

っている

自治体
じちたい

があるが、まだわずかである。また、実施
じっし

されているところでも心 臓 病
しんぞうびょう

の

ような循 環 器
じゅんかんき

系
けい

の障 害
しょうがい

については支 給
しきゅう

対 象
たいしょう

となっていない。 

例
れい

…心 臓
しんぞう

機能
きのう

障 害
しょうがい

の場合
ばあい

、歩行
ほこう

困 難
こんなん

な状 態
じょうたい

にあるにも関
かか

わらず、電 動 車
でんどうぐるま

いすの

支 給
しきゅう

対 象
たいしょう

と見
み

られないことが多々
た た

ある。体
たい

幹
かん

障 害
しょうがい

で身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

をも

っている多発性
たはつせい

硬 化 症
こうかしょう

患 者
かんじゃ

で、病 気
びょうき

の知識
ちしき

のない判
はん

定 員
ていいん

により、その人
ひと

に合
あ

った電 動 車
でんどうぐるま

いすが給 付
きゅうふ

されない事例
じれい

もある。 

 

【橋本
はしもと

委員
い い ん

】 

○結論
けつろん

 

 意思
い し

伝達
でんたつ

装置
そ う ち

は補
ほ

装具
そ う ぐ

扱
あつか

いであるが、給付
きゅうふ

を早
はや

くしてほしい 

○理由
り ゆ う

 

 進行
しんこう

が早
はや

い患者
かんじゃ

には申請
しんせい

から給付
きゅうふ

まで時間
じ か ん

がかかると、間
あいだ

に合
あ

わないことになる。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害 者
しょうがいしゃ

に必 要
ひつよう

なメモリーアシスト、トーキングエイドなども障 害
しょうがい

を補
おぎな

う必 要
ひつよう

な道具
どうぐ

として認
みと

められるべきである。 

○理由
りゆう

 

 障 害
しょうがい

を補
おぎな

うツールであるため。 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 支 給
しきゅう

が 障 害
しょうがい

別
べつ

の要 求
ようきゅう

にしっかり応
おう

じられるような検 討
けんとう

と改 善
かいぜん

を望
のぞ

みたい。

支 給
しきゅう

要 件
ようけん

の緩和
かんわ

、 支 給
しきゅう

された 後
あと

の 修 理
しゅうり

や持続
じぞく

した使用
しよう

が可能
かのう

となるような

アフターケア
あ ふ た ー け あ

も充 実
じゅうじつ

すべきである。 障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

も入
い

れた検 討
けんとう

会議
かいぎ

を、設置
せっち

すべき

である。 

○理由
りゆう

 

 この分野
ぶんや

では、諸 外 国
しょがいこく

に比
くら

べても後
おく

れをとっており、本 人
ほんにん

負担
ふたん

の軽 減
けいげん

も含
ふく

めて、

誰
だれ

でもが最 新
さいしん

の用具
ようぐ

を使
つか

えるよう、制度
せいど

の拡 充
かくじゅう

を図
はか

るべきである。 
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【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

支援
しえん

も補
ほ

装具
そうぐ

と同じく
おな

、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

とされるべき。 

 必 要 性
ひつようせい

や規格
きかく

の認 定
にんてい

、支 給
しきゅう

額
がく

の決 定
けってい

などの抜 本 的
ばっぽんてき

な見直し
みなお

が必要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 基本
きほん

合意
ごうい

と一 体
いったい

の要 望 書
ようぼうしょ

の「１ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

制度
せいど

の根 本
こんぽん

問 題
もんだい

」の「（７）」は 

 「 障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズにあった補
ほ

装具
そうぐ

支 給
しきゅう

制度
せいど

の抜 本 的
ばっぽんてき

見直
みなお

し」として、 

 「 障 害 者
しょうがいしゃ

の 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

・社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

支援
しえん

のための補
ほ

装具
そうぐ

につき、必 要 性
ひつようせい

や規格
きかく

の認 定
にんてい

、支 給
しきゅう

額
がく

の決 定
けってい

などについて、 各 障 害 者
かくしょうがいしゃ

のニーズにふさわしいものとな

るように、現 在
げんざい

の認 定
にんてい

制度
せいど

や基 準
きじゅん

を抜 本 的
ばっぽんてき

に見直
みなお

すこと。」としています。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 障 害
しょうがい

による 生 活 上
せいかつじょう

の困難さ
こんなんさ

を減らして
へ ら し て

いくためにも，それぞれの 障 害
しょうがい

のある

人
ひと

に有 効
ゆうこう

な 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

の開 発
かいはつ

が必 要
ひつよう

． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

障 害
しょうがい

のある人 々
ひとびと

の 環 境
かんきょう

改 善
かいぜん

と 障 害
しょうがい

の軽 減
けいげん

につながる大 切
たいせつ

なものなので、

必 要
ひつよう

な補
ほ

装具
そうぐ

・ 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

が活 用
かつよう

できるように費用
ひよう

負担
ふたん

の在 り 方
あ   かた

、支 給
しきゅう

の

あ り 方
    かた

、また、給 付
きゅうふ

対 象
たいしょう

となる補
ほ

装具
そうぐ

等
とう

の種 類
しゅるい

の 柔 軟
じゅうなん

な追加
ついか

等
とう

の方 法
ほうほう

につ

いて検 討
けんとう

されるべきである。 

○理由
りゆう

 

 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

に不可欠
ふかけつ

である補
ほ

装具
そうぐ

等
とう

の利用
りよう

に係る
かかる

経 済 的
けいざいてき

な負担
ふたん

を軽 減
けいげん

すること

が必 要
ひつよう

であるとともに、我 が 国
わ   くに

の技 術
ぎじゅつ

による機器
き き

開 発
かいはつ

の推 進
すいしん

に期待
きたい

し、 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に応じた
おう   

適 切
てきせつ

な機器
き き

等
とう

が 柔 軟
じゅうなん

に利用
りよう

できる仕組み
し く  

が必 要
ひつよう

と 考 え る
かんが    

ため。 
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【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の特
とく

定
てい

疾
しつ

病
ぺい

に該
がい

当
とう

する 病
びよう

気
き

で 障
しよう

害
がい

者
しや

となった場
ば

合
あい

に、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

優
ゆう

先
せん

の見
み

直
なお

しが必
ひつ

要
よう

。 

○理
り

由
ゆう

 

 40代
だい

で介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の特
とく

定
てい

疾
しつ

病
ぺい

で 障
しよう

害
がい

者
しや

となった場
ば

合
あい

、リースしかできず、ずっ

と 1割
わり

負
ふ

担
たん

が必
ひつ

要
よう

になる。介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の利
り

用
よう

者
しや

負
ふ

担
たん

の制
せい

度
ど

を変
か

えることも検
けん

討
とう

し、

どちらの制
せい

度
ど

を使
つか

うのか、選
せん

択
たく

できる仕
し

組
く

みにできないか 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 主
しゅ

として、財 政 面
ざいせいめん

による現 行
げんこう

の区分
くぶん

は福祉
ふくし

用具
ようぐ

の二
に

―
ー

ズ
ず

の高
たか

まりと福祉
ふくし

用具
ようぐ

の

技 術 的
ぎじゅつてき

進歩
しんぽ

、さらには、 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第１９条
だい１９じょう

の地域
ちいき

生 活 権
せいかつけん

の保 障
ほしょう

の

観 点
かんてん

からも再 考
さいこう

が求
もと

められる。早 急
そうきゅう

に、現 行
げんこう

の補
ほ

装具
そうぐ

・日 常
にちじょう

生 活 用
せいかつよう

具
ぐ

に区分
くぶん

するあり方
かた

を抜 本 的
ばっぽんてき

に見直
みなお

す必 要
ひつよう

がある。 

○理由 

 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

から補
ほ

装具
そうぐ

に移行
いこう

したことにより、重 度
じゅうど

障 害 者 用
しょうがいしゃよう

意思
い し

伝 達
でんたつ

装置
そうち

の開 発
かいはつ

や利用
りよう

の促 進
そくしん

に拍 車
はくしゃ

がかかった。しかし、同装置
どうそうち

の使用
しよう

には専 門 的
せんもんてき

な

支援
しえん

が求
もと

められ、そのための 人 材
じんざい

養 成
ようせい

と専 門 的
せんもんてき

技 術
ぎじゅつ

と知識
ちしき

を有
ゆう

した人 材
じんざい

の

適 確
てきかく

な配置
はいち

が必 要
ひつよう

になる。その他
ほか

の福祉
ふくし

用具
ようぐ

についても、適 確
てきかく

なアドバイス
あ ど ば い す

と使用
しよう

に

関
かん

する支援
しえん

が必 要
ひつよう

であり、そのための施設
しせつ

と専 門 的
せんもんてき

人 材
じんざい

の養 成
ようせい

と配置
はいち

が喫 緊
きっきん

の

課題
かだい

となっている。 
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論 点
ろんてん

D
でぃー

-1-8) 現 行
げんこう

の自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

についてどう 考
かんが

えるか？基本
きほん

合意
ごうい

において、

「当 面
とうめん

の 重 点
じゅうてん

な課題
かだい

」とされている利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の措置
そ ち

に加
くわ

えて、どのような課題
かだい

が

あると 考
かんが

えるか？  

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

については、現 行
げんこう

ではいまだに原 則
げんそく

一 割
いちわり

負担
ふたん

が基本
きほん

で、応 益
おうえき

負担
ふたん

と

なっているが、個人
こじん

単位
たんい

を基本
きほん

として 低 所 得 者
ていしょとくしゃ

に 対
たい

する 軽 減
けいげん

措置
そ ち

を 図
はか

るなど

障 害 者
しょうがいしゃ

が安 心
あんしん

してサービス
さ ー び す

を利用
りよう

できるようにすべき。  

 また、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

における更 生
こうせい

医 療
いりょう

については，その大部分
だいぶぶん

が腎 臓
じんぞう

機能
きのう

障 害
しょうがい

に係
かか

る医 療
いりょう

となっている現 実
げんじつ

を踏
ふ

まえ，抜 本 的
ばっぽんてき

な予防
よぼう

施策
しさく

の推 進
すいしん

を進
すす

めるべきで

ある。 

○理由
りゆう

 

 自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

については、サービス
さ ー び す

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

や補
ほ

装具
そうぐ

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

のような

軽 減
けいげん

措置
そ ち

が講
こう

じられていないため。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 自己
じ こ

負担
ふたん

の発 生
はっせい

しない制度
せいど

が必 要
ひつよう

。そもそもは全 国 民 的
ぜんこくみんてき

に無料化
むりょうか

を志向
しこう

する

必 要
ひつよう

を感じる
かんじる

。 現 状
げんじょう

では大 阪
おおさか

は国保
こくほ

加 入 者
かにゅうしゃ

の負担
ふたん

はゼロと聞いて
き い て

いる。全 国
ぜんこく

普 及
ふきゅう

すべし。さらに医 療
いりょう

対 応
たいおう

体 制
たいせい

として、夜間
やかん

救 急
きゅうきゅう

( 相 談 対 応 含
そうだんたいおうふくみ

)も大 切
たいせつ

。

また一 方
いっぽう

で、医 療
いりょう

の 大 量
たいりょう

多剤
たざい

投与
とうよ

(精 神
せいしん

で顕 著
けんちょ

)、デイケア
で い け あ

の(漫 然
まんぜん

とした)長 期
ちょうき

利用
りよう

等
など

を 助 長
じょちょう

しているようにも思う
おもう

。よって必 要
ひつよう

以 上
いじょう

の医 療
いりょう

にならないかを

見極められる
み き わ め ら れ る

仕組み
し く み

が必 要
ひつよう

だと思う
おもう

。 

○理由 

 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

を送る
おくる

上
うえ

で大多数
だいたすう

が医 療
いりょう

とのつながりがある精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にとっ

て、医 療
いりょう

は生 活
せいかつ

をしていく上
うえ

で欠かせない
か か せ な い

、補
ほ

そう具
ぐ

のようなものであると考える
かんがえる

。

経 済 的
けいざいてき

理由
りゆう

により通 院
つういん

が 滞 り
とどこおり

地域
ちいき

生 活
せいかつ

が破たん
は た ん

することの無い
な い

よう願う
ねがう

。一 方
いっぽう

で「医 療
いりょう

過多
か た

」とも見える
み え る

整理
せいり

すべき問 題
もんだい

も多く
おおく

、理念
りねん

と視点
してん

とを担保
たんぽ

しながら臨む
のぞむ

必 要
ひつよう

あり。 
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【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

を含
ふく

めた年 収
ねんしゅう

での軽 減
けいげん

策
さく

であり、世帯
せたい

（家族
かぞく

等
とう

）への負担
ふたん

が大
おお

き

い。生 活
せいかつ

保護
ほ ご

世帯
せたい

同 等
どうとう

に負担
ふたん

免 除
めんじょ

にするべきである（実 際
じっさい

収 入
しゅうにゅう

が無
な

い障 害 者
しょうがいしゃ

が

多
おお

い）。 

 また、慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

やてんかん、精 神
せいしん

障 害
しょうがい

など継 続
けいぞく

治 療
ちりょう

を要
よう

する障 害 者
しょうがいしゃ

であれ

ば、完 全
かんぜん

免 除
めんじょ

にするべきである。 

 更 生
こうせい

医 療
いりょう

などは、社 会
しゃかい

参加
さんか

には欠
か

かせない様 々
さまざま

な補
たすく

そう具
ぐ

や車
くるま

いす作 成
さくせい

に

自己
じ こ

負担
ふたん

が強
し

いられることは、完 全
かんぜん

参加
さんか

の保 障
ほしょう

の理念
りねん

からも認
みと

められない。 

○理由
りゆう

 

 継 続
けいぞく

治 療
ちりょう

と言
い

うが、てんかんや精 神
せいしん

疾 患
しっかん

などコントロールされていることで

社 会
しゃかい

参加
さんか

が保 障
ほしょう

されるので、社 会
しゃかい

が保 障
ほしょう

すべき点
てん

である。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 向
こう

精 神
せいしん

薬
やく

等
とう

が高価
こうか

であることを考
かんが

えると本 人
ほんにん

の自己
じ こ

負担
ふたん

はかなり深 刻
しんこく

なものと

なっている。また、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の場合
ばあい

、投 薬
とうやく

だけでなく、障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に応
おう

じた発 達
はったつ

相 談
そうだん

やカウンセリング
か う ん せ り ん ぐ

によって日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

適 応
てきおう

が改 善
かいぜん

する。また、グループセラピ
ぐ る ー ぷ せ ら ぴ

ー

などによってもその後
ご

の生 活
せいかつ

適 応
てきおう

が向 上
こうじょう

するということが、就 学
しゅうがく

前期
ぜんき

から学齢期
がくれいき

、

思春期
ししゅんき

、成人期
せいじんき

のすべての年齢期
ねんれいき

において認
みと

められている。そのため発 達
はったつ

障 害
しょうがい

に応
おう

じた自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

助 成
じょせい

の具体的
ぐたいてき

内 容
ないよう

を今後
こんご

、盛
も

り込
こ

んでいくべきである。 

○理由
りゆう

 

 児童
じどう

精神科
せいしんか

、小 児
しょうに

神経科
しんけいか

などで行
おこな

われている発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の診 察
しんさつ

や発 達
はったつ

相 談
そうだん

、

カウンセリング
か う ん せ り ん ぐ

など、相 談
そうだん

やカウンセリング
か う ん せ り ん ぐ

には時間
じかん

がかかる割
わり

に安価
あんか

であるため、

十 分
じゅうぶん

に時間
じかん

を取
と

ってもらえないことが多
おお

い。カウンセリング料
かうんせりんぐりょう

を時間制
じかんせい

にして時間
じかん

を

かけることが必 要
ひつよう

であり、十 分
じゅうぶん

な時間
じかん

が本 人
ほんにん

の状 態
じょうたい

を正
ただ

しく評 価
ひょうか

することにつな

がる。 
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【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

については、低 所 得 者 層
ていしょとくしゃそう

の負担
ふたん

軽 減
けいげん

策
さく

から漏
も

れおり、その対 応
たいおう

が

求
もと

められると考
かんが

える。また、育 成
いくせい

医 療
いりょう

については、保護者
ほごしゃ

の年 齢 層
ねんれいそう

が若
わか

いことに

着 目
ちゃくもく

し、単
たん

に低 所 得 者 層
ていしょとくしゃそう

の負担
ふたん

軽 減
けいげん

をするだけではなく、中 間
ちゅうかん

所 得 層
しょとくそう

（年 収
ねんしゅう

350万 円
まんえん

～700万 円
まんえん

程度
ていど

）の負担
ふたん

について特
とく

に配 慮
はいりょ

する必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 現 在
げんざい

の育 成
いくせい

医 療
いりょう

は、対 象
たいしょう

が身 体 的
しんたいてき

な障 害
しょうがい

に限 定
げんてい

されているが、小 児
しょうに

精神科
せいしんか

などで行
おこな

われている診 察
しんさつ

や発 達
はったつ

相 談
そうだん

、カウンセリングなどの保険
ほけん

診 療
しんりょう

も育 成
いくせい

医 療
いりょう

の対 象
たいしょう

とする必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。また、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

のうち、都道府県
とどうふけん

が

窓 口
まどぐち

となっているのは育 成
いくせい

医 療
いりょう

だけであり、市区
し く

町 村
ちょうそん

で手続
てつづ

きできるようにする

必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。なお、医師
い し

が制度
せいど

のことを良
よ

く知
し

らないため、制度
せいど

適 用
てきよう

が遅
おく

れ

てしまう実 態
じったい

もあり、制度
せいど

周 知
しゅうち

が重 要
じゅうよう

である。 

○理由
りゆう

 

 現 在
げんざい

の育 成
いくせい

医 療
いりょう

は、対 象
たいしょう

が身 体 的
しんたいてき

な障 害
しょうがい

に限 定
げんてい

されているが、「治 療
ちりょう

によ

り改 善
かいぜん

が見込
み こ

まれる障 害
しょうがい

や疾
しつ

病
びょう

がある 18歳
さい

未満
みまん

の子
こ

どもに対
たい

し、医療費
いりょうひ

を助 成
じょせい

す

る」仕組
し く

みであるところから、小 児
しょうに

精神科
せいしんか

などで行
おこな

われている診 察
しんさつ

や発 達
はったつ

相 談
そうだん

、

カウンセリングなどの保険
ほけん

診 療
しんりょう

も育 成
いくせい

医 療
いりょう

の対 象
たいしょう

とする必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。

一 方
いっぽう

で 小 児
しょうに

精神科医
せいしんかい

の絶
ぜっ

対 数
たいすう

が 圧 倒 的
あっとうてき

に不足
ふそく

している現 状
げんじょう

があり、併
あわ

せて

小 児
しょうに

精神科医
せいしんかい

の養 成
ようせい

が欠
か

かない。 

 現 在
げんざい

、育 成
いくせい

医 療
いりょう

の申 請
しんせい

窓 口
まどぐち

は都道府県
とどうふけん

（保健所
ほけんじょ

）であり、地域
ちいき

によっては非 常
ひじょう

に遠
とお

くまで手続
てつづ

きに行
い

かなければならない。市区
し く

町 村
ちょうそん

で手続
てつづ

きできるようにする必 要
ひつよう

があり、それにより、市区
し く

町 村
ちょうそん

も、支援
しえん

ニーズの高
たか

い児童
じどう

を早期
そうき

に把握
はあく

することがで

きる。（現 在
げんざい

の身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

のように「市区
し く

町 村
ちょうそん

の経由
けいゆ

事務
じ む

」にし、実 際
じっさい

の審査
しんさ

や医 療
いりょう

機関
きかん

の指定
してい

は都道府県
とどうふけん

が実施
じっし

すれば、市区
し く

町 村
ちょうそん

も事務量
じむりょう

増加
ぞうか

とはならないと

考
かんが

えられる。）また、育 成
いくせい

医 療
いりょう

は医師
い し

の判 断
はんだん

により比較的
ひかくてき

柔 軟
じゅうなん

な認 定
にんてい

が可能
かのう

な

制度
せいど

であるが、医師
い し

が制度
せいど

のことを良
よ

く知
し

らず、制度
せいど

適 用
てきよう

が遅
おく

れてしまう（最 悪
さいあく

の場合
ばあい

、

使
つか

えない）事例
じれい

が発 生
はっせい

している。 
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【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・難 病
なんびょう

を対 象
たいしょう

にすることにより、難 病
なんびょう

に関
かん

する専 門
せんもん

医 療
いりょう

も自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

に含
ふく

ま

れる。 

○理由
りゆう

 

・これまで、難 病
なんびょう

対 策
たいさく

として取
と

り組
く

まれてきた医療費
いりょうひ

助 成
じょせい

制度
せいど

を、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

に

含
ふく

むようにして、制度
せいど

の整 合 性
せいごうせい

を図
はか

る。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 福祉法
ふくしほう

と医 療
いりょう

は切
き

り離
はな

し、医 療
いりょう

制度
せいど

として体系化
たいけいか

し原 則
げんそく

無 料
むりょう

とする。 

○理由
りゆう

 

 福祉
ふくし

と医 療
いりょう

の制度
せいど

を独 立
どくりつ

した法
ほう

制度
せいど

として確 立
かくりつ

することは制度
せいど

の歴史的
れきしてき

な発 展
はってん

として当 然
とうぜん

のことである。それを無理矢理
む り や り

に自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

として組
く

み入
い

れたのか、未
いま

だにその意図
い と

がわからない。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 精神科
せいしんか

におけるデイケア
で い け あ

が自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

の対 象
たいしょう

となっているが根 本 的
こんぽんてき

に考
かんが

え直
なお

すべきです。また、多 量
たりょう

多剤
たざい

投 薬
とうやく

による本 人
ほんにん

の身 体 的
しんたいてき

負担
ふたん

や実 際
じっさい

に服 用
ふくよう

せずに

廃棄
はいき

されている現 実
げんじつ

など、経費
けいひ

の無駄
む だ

について検 討
けんとう

すべき。 

○理由
りゆう

 

 財 源
ざいげん

利用
りよう

についてデイケア
で い け あ

の活 動
かつどう

内 容
ないよう

が質 的
しつてき

に問 題
もんだい

があり。地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーなど日 中 通 所
にっちゅうつうじょ

資源
しげん

よりも質 的
しつてき

に劣
おと

るところ、ないし同
おな

じようなところもあ

るにもかかわらず、経費
けいひ

が高
たか

すぎるなど問 題
もんだい

があります。それだけの経費
けいひ

と人 材
じんざい

を

地域
ちいき

活 動
かつどう

に向
む

けるべきです。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 自己
じ こ

負担
ふたん

限度
げんど

額
がく

については応
おう

能
のう

負担
ふたん

でよいと思
おも

う。 
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○理由
りゆう

 

 医 療
いりょう

の必 要
ひつよう

があるのにも関
かか

わらず低 所 得
ていしょとく

のため受 診
じゅしん

を継 続
けいぞく

できないことを考
かんが

えると応
おう

能
のう

負担
ふたん

を原 則
げんそく

とすべきである。応
おう

能
のう

負担
ふたん

により、低 所 得 者
ていしょとくしゃ

であっても

状 態
じょうたい

悪化
あっか

時
じ

にはいつでも受 診
じゅしん

できるという安 心 感
あんしんかん

が生
う

まれる。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の軽 減
けいげん

措置
そ ち

は入 院 費
にゅういんひ

にも適 用
てきよう

されるべきである。福祉的
ふくしてき

支援
しえん

をする

という目 的
もくてき

であれば、３割
３わり

を 上 限
じょうげん

として本 人
ほんにん

の 収 入
しゅうにゅう

を基
もと

にした応
おう

能
のう

負担
ふたん

とす

べきである。 

○理由 

 精 神
せいしん

疾 患
しっかん

は、 病 状
びょうじょう

が安 定
あんてい

せず、 入 院
にゅういん

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

もあり、長 期
ちょうき

に亘る
わたる

。

無年金者
むねんきんしゃ

も多く
おおく

、 入 院
にゅういん

医 療
いりょう

の３割
３わり

負担
ふたん

は厳しく
きびしく

、 入 院
にゅういん

拒否
きょひ

のケース
け ー す

もでてしま

う。 早 急
はやきゅう

に改 善
かいぜん

してほしい。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 当 面
とうめん

の課題
かだい

として今
いま

すぐ利用者
りようしゃ

負担
ふたん

が自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

のみが残
のこ

されたことをまず

解 決
かいけつ

しなければならないが、長 期 的
ちょうきてき

には医 療
いりょう

全 体
ぜんたい

のあり方
かた

をどうするかの議論
ぎろん

の

中
なか

で自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

の位置付
い ち づ

けを考
かんが

える。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 福祉
ふくし

と医
い

りょうの重
かさ

なる部分
ぶぶん

であり、使
つか

っている人
ひと

の実
じつ

たい調 査
ちょうさ

にもとづいて、

必 要
ひつよう

な支
ささ

えや負
ふ

たんのあり方
かた

を考
かんが

えた方
ほう

がいい。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

に基
もと

づく必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

は無 料
むりょう

で 行
おこな

われるべきである。現 在
げんざい

の自己
じ こ

負担
ふたん

制度
せいど

は即 刻
そっこく

廃止
はいし

すべきである。 
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○理由
りゆう

 

 障 害
しょうがい

に基
もと

づく医療費
いりょうひ

は本 人
ほんにん

の責 任
せきにん

ではらわなければならない理由
りゆう

はどこにもな

く、すべての 障 害
しょうがい

に起因
きいん

するサービス
さ ー び す

は無 料
むりょう

で 行
おこな

われるのが当 然
とうぜん

であるから。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 都道
とどう

府県
ふけん

の重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

医療費
いりょうひ

補助
ほじょ

制度
せいど

とあわせた包 括 的
ほうかつてき

な医 療
いりょう

支援
しえん

制度
せいど

とす

べきである。  

○理由
りゆう

 

 重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

医療費
いりょうひ

補助
ほじょ

は自治体
じちたい

によって異なり
こと   

対 象 者
たいしょうしゃ

も限 定
げんてい

されているこ

とから、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

の 対 象
たいしょう

とならない疾 病
しっぺい

を持つ
も  

障 害 者
しょうがいしゃ

が過度
か ど

な医療費
いりょうひ

負担
ふたん

を強いられて
し      

いる。重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

医療費
いりょうひ

補助
ほじょ

制度
せいど

を国
くに

の制度
せいど

とし、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

と

あわせた包 括 的
ほうかつてき

な医 療
いりょう

支援
しえん

制度
せいど

とすべきである。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

の定 率
ていりつ

負担
ふたん

は廃
はい

止
し

すべきである。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の医療費
いりょうひ

負担
ふたん

軽 減
けいげん

策
さく

を抜
ばっ

本 的
ぽんてき

に見直
みなお

すことが必 要
ひつよう

である。また、自治体
じちたい

で 行
おこな

われている 障 害 者
しょうがいしゃ

医療費
いりょうひ

助 成
じょせい

制度
せいど

を 新 法
しんぽう

で位置
い ち

づけること。 医 療
いりょう

の

「集 約 化
しゅうやくか

」により遠隔地
えんかくち

で治 療
ちりょう

する場合
ばあい

の入 院
にゅういん

時
じ

の付
つ

き添
そ

いのための滞在費
たいざいひ

や

通 院
つういん

のための交通費
こうつうひ

など、入 院
にゅういん

や治 療
ちりょう

に伴
ともな

う支 出
ししゅつ

を補填
ほてん

する制度
せいど

を検 討
けんとう

するこ

と。 

 難 病
なんびょう

については、難 病
なんびょう

対 策
たいさく

要 綱
ようこう

で「難 病
なんびょう

医 療
いりょう

」とでもいえる独自
どくじ

の体 系
たいけい

を作
つく

ってきた。 

（ここでいう「難 病
なんびょう

」とは、医学的
いがくてき

に難治性
なんちせい

であるだけでなく、高 額
こうがく

の医療費
いりょうひ

負担
ふたん

や

生 活 上
せいかつじょう

の困 難
こんなん

など、社 会 的
しゃかいてき

にも支援
しえん

の必 要
ひつよう

な広義
こうぎ

の意
い

。難 病
なんびょう

対 策
たいさく

要 綱
ようこう

でいう

施策
しさく

には、小 児
しょうに

慢 性
まんせい

特 定
とくてい

疾 患
しっかん

はもちろん、育 成
いくせい

医 療
いりょう

や更 生
こうせい

医 療
いりょう

、重 度
じゅうど

心 身
しんしん
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障 害 児 者
しょうがいじしゃ

施設
しせつ

など医 療
いりょう

ケアの必 要
ひつよう

な人
ひと

たちへの支援
しえん

も含
ふく

まれている）。 

 これの成果
せいか

と課題
かだい

を確 認
かくにん

しながらそれを継 承
けいしょう

発 展
はってん

する立場
たちば

で新 体 系
しんたいけい

を構 築
こうちく

す

べきである。 

 現 行
げんこう

の自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

について具体的
ぐたいてき

に述
の

べると、 育 成
いくせい

医 療
いりょう

については児童
じどう

福祉法
ふくしほう

にもどすこと。更 生
こうせい

医 療
いりょう

は、障 害
しょうがい

の「軽 減
けいげん

・除 去
じょきょ

」のみでなく維持的
いじてき

な治 療
ちりょう

行為
こうい

も範囲
はんい

に含
ふく

めること。現 行
げんこう

の身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

所持
しょじ

を要 件
ようけん

とせず、障 害
しょうがい

の

悪化
あっか

を最 小 限
さいしょうげん

にするための医 療
いりょう

行為
こうい

（内科的
ないかてき

治 療
ちりょう

を含
ふく

め）も対 象
たいしょう

にすべき。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

25条
じょう

「健 康
けんこう

」の規定
きてい

からも、障 害
しょうがい

ゆえにかかる費用
ひよう

負担
ふたん

軽 減
けいげん

のための支援
しえん

の観 点
かんてん

から、現 行
げんこう

の育 成
いくせい

医 療
いりょう

、更 生
こうせい

医 療
いりょう

の範囲
はんい

の見直
みなお

しが必 要
ひつよう

。

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

の場合
ばあい

、安 定
あんてい

した時期
じ き

が続
つづ

いていたとしても、急
きゅう

に病 状
びょうじょう

が悪化
あっか

すること

もあり、早 急
さっきゅう

な治 療
ちりょう

が必 要
ひつよう

になる。その予測
よそく

は不可能
ふかのう

であることが医 療
いりょう

の特 徴
とくちょう

。

身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

の所持
しょじ

が条 件
じょうけん

では、更 生
こうせい

医 療
いりょう

が受
う

けられない状 況
じょうきょう

が現 在
げんざい

も

内部
ないぶ

疾 患
しっかん

で起
お

こっている。新 法
しんぽう

においては、そういう谷間
たにま

をなくすことも大
おお

きな課題
かだい

である。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

と自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

を分
わ

けて考
かんが

えるべきである。 

 リハビリテーション医 療
いりょう

の診 療
しんりょう

報 酬
ほうしゅう

問 題
もんだい

などは十 分
じゅうぶん

なリハビリテーションが

行
おこな

われるために別個
べっこ

の問 題
もんだい

とするべきである。障 害
しょうがい

に伴
ともな

う医療費
いりょうひ

の 

 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の軽 減
けいげん

は、十 分
じゅうぶん

配 慮
はいりょ

されなければならない。 

○理由
りゆう

 

 医 療 的
いりょうてき

な支援
しえん

がなされることで自立
じりつ

生 活
せいかつ

が促 進
そくしん

されるが、高度
こうど

医 療
いりょう

における

自己
じ こ

負担
ふたん

は生 命
せいめい

にも影 響
えいきょう

を及
およ

ぼしかねない。救 命
きゅうめい

医 療
いりょう

、難 病
なんびょう

の方 々
かたがた

の高 額
こうがく

治療費
ちりょうひ

などは、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

とは別
べつ

の視点
してん

から検 討
けんとう

されねばならない。 

 

【広田
ひろた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 これ以 上
いじょう

、財 政
ざいせい

負担
ふたん

を若
わか

い人
ひと

におしつけるのはよくない 
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 当 面
とうめん

現 行
げんこう

でいいと思
おも

う 

○理由
りゆう

 

 無 料
むりょう

ということはコンシューマーとっていいことばかりではない 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 今年度
こんねんど

の予算
よさん

措置
そ ち

において、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

の低 所 得 者
ていしょとくしゃ

に対
たい

する利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の

軽 減
けいげん

が見送
みおく

られたことは大 変
たいへん

遺憾
いかん

であり、早 急
さっきゅう

に実施
じっし

すべきである。加
くわ

えて、医 療
いりょう

についてはいつでもどこでも無 料
むりょう

で、必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

が継 続
けいぞく

して受
う

けられるようにすべ

きである。 

○理由
りゆう

 

 日本
にほん

てんかん協 会
きょうかい

でも、過日
かじつ

「『自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

』制度
せいど

における利用者
りようしゃ

負担
ふたん

軽 減
けいげん

を求
もと

める要 望 書
ようぼうしょ

」を厚 生
こうせい

労 働
ろうどう

大 臣
だいじん

に提
てい

出
しゅつ

したところである。特
とく

にてんかんの場合
ばあい

、

「医 療
いりょう

」と「福祉
ふくし

」の双 方
そうほう

が充 実
じゅうじつ

することで、初
はじ

めて安 全
あんぜん

で安 定
あんてい

した地域
ちいき

生 活
せいかつ

を

送
おく

ることができる。したがって、通 院
つういん

医 療
いりょう

費
ひ

公費
こうひ

負担
ふたん

制度
せいど

は欠
か

かすことのできない

重 要
じゅうよう

なサービス
さ ー び す

であり、生 活
せいかつ

保 障
ほしょう

である。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「育 成
いくせい

医 療
いりょう

」は児童
じどう

福祉
ふくし

の分野
ぶんや

へ。 

 「更 生
こうせい

医 療
いりょう

」の手 帳
てちょう

要 件
ようけん

を無く
な

し、対 象
たいしょう

範囲
はんい

を広く
ひろ

。中 間
ちゅうかん

所 得 層
しょとくそう

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の軽 減
けいげん

。 

 「精 神
せいしん

医 療
いりょう

」は精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

旧
きゅう

３２条
３２じょう

の５％負担
ふたん

を超える
こ

負担
ふたん

にならないこ

と。 

 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

医療費
いりょうひ

助成
じょせい

制度
せいど

等
など

含め
ふく

、 障 害 者
しょうがいしゃ

の医療費
いりょうひ

助 成
じょせい

は 生 存 権
せいぞんけん

保 障
ほしょう

として国
くに

が基本的
きほんてき

責 任
せきにん

を持つ
も

制度
せいど

に。 

○理由
りゆう

 

 「当 面
とうめん

の 重 要
じゅうよう

な課題
かだい

」は低
てい

所 得 者
しょとくしゃ

だけを想 定
そうてい

している。 
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【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の中
なか

に医 療
いりょう

を含めない
ふくめない

．利用者
りようしゃ

負担
ふたん

を廃止
はいし

し，原 則
げんそく

無 料
むりょう

とする．そ

の際
さい

に精神科
せいしんか

病 院
びょういん

への 入 院
にゅういん

治 療
ちりょう

も無 料
むりょう

とする． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

のある人 々
ひとびと

が、過度
か ど

の負担
ふたん

なく必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

が受けられる
うけ      

仕組み
し く  

を構 築
こうちく

す

ることが 重 要
じゅうよう

である。そのため、一 般
いっぱん

の医 療
いりょう

制度
せいど

との関 係 性
かんけいせい

を含 め
ふく  

、負担
ふたん

や

軽 減
けいげん

の在り方
あ  かた

について、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

受 給 者
じゅきゅうしゃ

の実 態
じったい

の把握
はあく

、医 療
いりょう

制 度 上
せいどじょう

の

課題
かだい

等
とう

の整理
せいり

と解 決
かいけつ

策
さく

を検 討
けんとう

すべき。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

において必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

が適 切
てきせつ

に受けられる
う    

体 制
たいせい

の整備
せいび

とともに、経 済 的
けいざいてき

な

負担
ふたん

軽 減
けいげん

を含 め た
ふく    

アクセス
あ く せ す

が保 障
ほしょう

されるべきであるため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

医
い

療
りよう

も低
てい

所
しよ

得
とく

者
しや

には、負
ふ

担
たん

を０円
えん

とすべきだ。ただし、 重
じゆう

度
ど

医
い

療
りよう

の補
ほ

助
じよ

が受
う

けられない人
ひと

には自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

医
い

療
りよう

も含
ふく

めて負
ふ

担
たん

の見
み

直
なお

しか、補
ほ

助
じよ

制
せい

度
ど

を創
そう

設
せつ

すべきでないか 

○理
り

由
ゆう

 

 医
い

療
りよう

費
ひ

負
ふ

担
たん

の個
こ

人
じん

差
さ

が広
ひろ

がるので、 障
しよう

害
がい

者
しや

の一
いつ

般
ぱん

医
い

療
りよう

費
ひ

の補
ほ

助
じよ

も検
けん

討
とう

す

べき 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

の自己
じ こ

負担
ふたん

は廃
はい

止
し

されるべき。また精神科
せいしんか

入 院
にゅういん

にも使
つか

えるようにす

べき 

○理由
りゆう

 

 自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

の自己
じ こ

負担
ふたん

の重
おも

さ、および「重 度
じゅうど

かつ継 続
けいぞく

」というレッテル
れ っ て る

が、精 神
せいしん
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障 害 者
しょうがいしゃ

にとって著
いちじる

しく力
ちから

をそぐものとなっているから 

 た精神科
せいしんか

入 院
にゅういん

が必 要
ひつよう

であり本 人
ほんにん

も望
のぞ

んでいても入 院 費
にゅういんひ

がないため入 院
にゅういん

できな

い層
そう

が存
そん

在
ざい

している 

 市 町 村
しちょうそん

としても精神科
せいしんか

に入 院
にゅういん

させておいたほうが負担
ふたん

が 0 ですみ、地域
ちいき

支援
しえん

を

充 実
じゅうじつ

させると負担
ふたん

が増
ふ

えるという矛 盾
むじゅん

があるから 

 


